
万
葉
集

出
典

▼
底
本

　
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
「
萬
葉
集
」（
小
島
憲
之
・
木
下
正
俊
・
東
野

治
之
　
校
注
、
平
成
六
〔
一九九四〕
年
〜
平
成
八
〔
一九九六〕
年
、
小
学
館
刊
）

に
よ
っ
た
。
な
お
、
指
導
書
に
お
け
る
年
号
の
示
し
方
に
つ
い
て
は
、
七
〇

一
年
以
前
の
、
天
皇
名
を
年
号
と
し
て
い
た
時
代
に
つ
い
て
は
、（
　
）
内

に
示
す
際
に
は
年
号
自
体
を
略
し
（
　
）
外
に
示
す
際
に
は
「
天
皇
」
を
略

す
こ
と
と
し
た
。

▼
成
立

　
二
十
巻
、
約
四
五
〇
〇
首
。
写
本
の
形
で
伝
存
す
る
と
い
う
意
味
で
の
日

本
最
古
の
歌
集
。
新
元
号
「
令
和
」
の
出
典
と
し
て
も
近
年
再
び
注
目
さ
れ

る
が
、
依
然
と
し
て
そ
の
成
立
に
は
多
く
の
添
を
残
し
て
い
る
。
い
つ
、
誰

が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
、
何
の
た
め
に
編
纂
し
た
の
か
、
古
来
さ
ま
ざ
ま
な

成
立
説
が
提
出
さ
れ
、
い
ま
だ
に
確
定
を
み
な
い
。
大
伴
家
持
が
編
纂
に
関

与
し
て
い
る
こ
と
は
ほ
ぼ
確
か
だ
が
、
家
持
単
独
の
作
業
と
は
到
底
見
な
せ

な
い
。
一
時
に
な
っ
た
の
で
は
な
く
、
長
い
年
月
を
経
、
多
く
の
人
の
手
に

よ
っ
て
、
現
行
二
十
巻
の
形
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
間
違
い
な
い
。

基
本
と
な
る
の
は
、「
万
葉
集
」
を
巻
一
〜
十
六
ま
で
と
十
七
〜
二
十
の
二

部
に
分
け
る
契
沖
以
来
の
考
え
方
で
、
第
一
部
が
天て

ん

平ぴ
よ
う十
六
、
七
（
七四四、

五）
年
頃
に
ま
と
め
ら
れ
、
そ
れ
に
天
平
宝ほ
う

字じ

三
（
七五九）
年
（
一
番
新
し
い

歌
が
集
中
し
て
こ
の
年
詠
ま
れ
た
）
以
降
、
第
二
部
が
増
補
さ
れ
、
さ
ら
に

そ
れ
に
手
が
加
え
ら
れ
て
完
成
し
た
、
と
い
う
見
方
で
あ
る
。
現
在
最
も
体

系
的
な
成
立
説
と
見
ら
れ
る
伊
藤
博
説
（「
万
葉
集
の
構
造
と
成
立
」
上
・

下
、
昭
和
四
十
九
年
、
塙
書
房
）
は
、
二
十
巻
本
の
最
終
的
成
立
を
延
暦
元

（
七八二）
〜
同
二
年
頃
と
し
、
本
書
が
世
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

大だ
い

同ど
う

元
（
八〇六）
年
以
降
だ
と
し
て
い
る
。

参
考
文
献

教
師
用

▽
注
釈
書

　
日
本
古
典
文
学
大
系
「
萬
葉
集
」
高
木
市
之
助
他
　

岩
波
書
店
　
昭
三
十
二
〜
三
十
七

　
新
日
本
古
典
文
学
大
系
「
萬
葉
集
」
佐
竹
昭
広
他
　
岩
波
書
店
　
平
十
一

　
日
本
古
典
文
学
全
集
「
萬
葉
集
」
小
島
憲
之
他
　

小
学
館
　
昭
四
十
六
〜
五
十

　
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
「
萬
葉
集
」
小
島
憲
之
他
　

小
学
館
　
平
六

　
新
潮
日
本
古
典
集
成
「
萬
葉
集
」
青
木
生
子
他
　

新
潮
社
　
昭
五
十
一
〜
五
十
九

　「
万
葉
集
」（
講
談
社
文
庫
）
中
西
進
　

講
談
社
　
昭
五
十
三
〜
五
十
八

　
和
歌
文
学
大
系
「
万
葉
集
」
稲
岡
耕
二
　

明
治
書
院
　
平
九
〜
二
十
七

　「
万
葉
集
全
解
」　
多
田
一
臣
　

筑
摩
書
房
　
平
二
十
一
〜
二
十
二

▽
入
門
書
・
研
究
案
内
・
辞
典
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　「【
う
た
】
を
よ
む
㉔
三
十
一
字
の
詩
学
」
小
林
幸
夫
他
　
三
省
堂
　
平
九

　
研
究
資
料
日
本
古
典
文
学
「
和
歌
」
大
曾
根
章
介
他
編
　

明
治
書
院
　
昭
五
十
八

　
別
冊
国
文
学
「
万
葉
集
事
典
」
稲
岡
耕
二
編
　

学
燈
社
　
平
五

　
有
斐
閣
選
書
「
万
葉
の
歌
こ
と
ば
辞
典
」
稲
岡
耕
二
他
編
　

有
斐
閣
　
昭
五
十
九

　「
上
代
文
学
研
究
事
典
」
小
野
寛
他
編
　

お
う
ふ
う
　
平
八

　「
万
葉
集
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
多
田
一
臣
編
　

三
省
堂
　
平
十
一

　「
古
代
和
歌
の
世
界
」（
ち
く
ま
新
書
）
鈴
木
日
出
男
　筑

摩
書
房
　
平
十
一

　「
万
葉
私
記
」
西
郷
信
綱
　

未
来
社
　
昭
四
十
五

　「
和
歌
大
辞
典
」
犬
養
廉
他
編
　

明
治
書
院
　
昭
六
十
一

　「
歌
こ
と
ば
歌
枕
大
辞
典
」
久
保
田
淳
他
編
　

角
川
書
店
　
平
十
一

　「
歌
枕
歌
こ
と
ば
辞
典
　
増
訂
版
」
片
桐
洋
一
　

笠
間
書
院
　
平
十
一

　「
和
歌
と
は
何
か
」（
岩
波
新
書）

　
渡
部
泰
明
　
岩
波
書
店
　
平
二
十
一

　「
名
歌
名
句
大
事
典
」
久
保
田
淳
・
長
島
弘
明
編
　明

治
書
院
　
平
二
十
四

　「
和
歌
文
学
大
辞
典
」　

古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
　
平
二
十
六

　「
入
門
万
葉
集
」（
ち
く
ま
プ
リ
マ
ー
新
書
）
上
野
誠
　
筑
摩
書
房
　
令
一

　「
万
葉
集
の
基
礎
知
識
」（
角
川
選
書
）
上
野
誠
他
　

KA
D
O
KA
W
A

　
令
三

生
徒
用

　「
万
葉
集
」（
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
　
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス）

　

角
川
学
芸
出
版
　
平
十
三

　「
万
葉
集
入
門
」（
岩
波
ジ
ュ
ニ
ア
新
書
）
鈴
木
日
出
男
　

岩
波
書
店
　
平
十
四

　「
和
歌
文
学
の
基
礎
知
識
」（
角
川
選
書
）
谷
知
子
　

角
川
学
芸
出
版
　
平
十
八

　
日
本
の
古
典
を
読
む
「
万
葉
集
」
小
島
憲
之
他
編
　

小
学
館
　
平
二
十

　「
図
解
雑
学
　
楽
し
く
わ
か
る
万
葉
集
」
中
西
進
監
修
　

ナ
ツ
メ
社
　
平
二
十
三

　「
は
じ
め
て
楽
し
む
万
葉
集
」（
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
）
上
野
誠
　

角
川
書
店
　
平
二
十
四

　「
古
典
和
歌
入
門
」（
岩
波
ジ
ュ
ニ
ア
新
書
）
渡
部
泰
明
　

岩
波
書
店
　
平
二
十
六

　「
和
歌
の
ル
ー
ル
」
渡
部
泰
明
編
　

笠
間
書
院
　
平
二
十
六

図
版
解
説

〈

飛
鳥
の
春
の
額
田
王
〉

滋
賀
県
立
近
代
美
術
館
蔵
。
昭
三
十
九
（
一九六四）
年
制
作
。
紙
本
著

色
、
額
装
一
面
。
安や
す

田だ

靫ゆ
き

彦ひ
こ

（
一八八四㉔
一九七八）
筆
。
第
四
十
九
回
院
展

に
出
品
。
戦
後
に
お
け
る
安
田
靫
彦
の
最
高
傑
作
の
一
つ
で
あ
る
の
み

な
ら
ず
、
戦
後
の
日
本
画
の
中
で
も
傑
出
し
た
作
品
の
一
つ
と
位
置
付

け
ら
れ
て
い
る
。
飛
鳥
古
京
、
春
霞
が
た
な
び
く
大
和
三
山
を
背
景
に

立
つ
額
田
王
を
、
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
線
描
と
鮮
や
か
な
色
彩
感
覚
で
描

く
。

⇩
Ｐ
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品
詞
分
解
と
現
代
語
訳

（

表
示
は
略
号
で
示
し
た
。
略
号
に
つ
い
て
は
略
号
一
覧
参
照
。）

　
　
天
皇

す
め
ら
み
こ
と、　

蒲か
ま

生ふ

野の

　
に格助

・
場
所
　
遊
猟
み
か
り

す
る

サ
変
・
体

　
と
き
　
に
、

格
助
・
時
間
　
額
田
王

ぬ
か
た
の
お
ほ
き
み　

の格助
・
主
格
　
作つ
く

る
ラ
四
・
体
　
歌う
た

額ぬ
か

　
田た
の

　
王
お
ほ
き
み

あ
か
ね
さ
す

（

枕）
　
紫
野

む
ら
さ
き
の

　
行ゆ

き
カ
四
・
用
　
標し
め

野の

　
行ゆ

き
カ
四
・
用
　
野の

守も
り

　
は係助

・
提
示
　
見みマ

上
一
・
未
　
ず打・

終
　
や係助

・
反
語
　
君き
み

　
が格助

・
主
格
　
袖そ
で

　
振ふ

る
ラ
四
・
体

（

巻
一
・
雑
歌
・
二
〇）

　
　
　
天て
ん

智じ

天
皇
が
、
蒲
生
野
で
薬
狩
り
を
な
さ
っ
た
と
き
に
、
額
田
王
が
作
っ
た
歌

紫
草
を
栽
培
す
る
野
を
行
き
な
が
ら
、
そ
の
御
料
地
を
行
き
な
が
ら
、（
あ
あ
、
そ
ん
な
こ
と
を
し
て
）
野
の
番
人
が
見
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
、
あ
な
た
が

袖
を
振
る
姿
を
。

　《
主
題
》

　（

「
人
妻
」
で
あ
る
自
ら
に
）
野
外
で
袖
を
振

っ
て
愛
情
を
示
す
男
性
に
対
し
、
そ
の
さ
ま
を

野
守
に
見
咎
め
ら
れ
た
ら
ど
う
す
る
の
か
と
心

配
し
、
困
惑
す
る
気
持
ち
を
訴
え
た
歌
。

指
導
上
の
注
意
点
と
発
問
例

●
二
五
八
ペ
ー
ジ

問
「
君
」（
３
行
目
）
と
は
誰
か
。

答
大
海
人
皇
子

補
語
句
の
研
究
「
君
」
の
項
を
参
照
。

問
「
袖
振
る
」（
３
行
目
）
と
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味

を
持
つ
行
為
か
。

語
句
の
研
究

●
二
五
八
ペ
ー
ジ

2
天
皇
　
天
智
天
皇
の
こ
と
。「
天
智
」
は
「
て
ん

ち
」
と
も
い
う
。
中な

か
の大お
お兄え
の皇お
う子じ

。
父
は
舒じ
ょ

明め
い

天
皇

で
、
母
は
皇こ
う

極ぎ
ょ
く（
斉さ
い

明め
い

）
天
皇
。
歌
中
の
「
君
」

で
あ
る
大お
お

海あ

人ま
の

皇お
う

子じ

の
兄
に
当
た
る
。
持じ

統と
う

天

皇
・
大
友
皇
子
の
父
。
大
化
元
（
六四五）
年
、
中な
か

臣と
み
の鎌か
ま足た
りと
図
り
大
化
の
改
新
を
断
行
し
た
。
天
智

六
（
六六七）
年
、
近
江
の
大
津
宮
に
遷
都
し
て
、

翌
年
即
位
し
た
。
晩
年
、
弟
の
大
海
人
皇
子
で
は

な
く
、
子
の
大
友
皇
子
を
後
継
者
と
定
め
、
壬
申

の
乱
の
要
因
を
作
っ
た
。
な
お
、
額
田
王
が
天
智

天
皇
の
妻
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ

た
が
、
現
在
で
は
そ
れ
を
否
定
す
る
見
解
が
有
力

で
あ
る
。

2
蒲
生
野
　
琵
琶
湖
の
東
南
、
近
江
八
幡
市
か
ら
安

土
町
に
か
け
て
の
野
原
。
大
津
宮
か
ら
直
線
距
離

で
三
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
離
れ
て
い
る
か
ら
、

日
帰
り
で
は
無
理
で
、
お
そ
ら
く
蒲
生
野
で
一
夜

を
過
ご
し
て
か
ら
、
遊
猟
が
行
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

2
遊
猟
　
こ
こ
で
は
薬
狩
り
の
こ
と
で
あ
り
、
鹿
ろ
く

茸
じ
ょ
う

（
鹿
の
袋
角
）
や
薬
草
を
取
る
こ
と
を
い
う
。「
狩

り
」
が
必
ず
し
も
獣
狩
り
だ
け
で
は
な
い
こ
と
を
、
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答
作
者
に
対
す
る
「
君
」
の
愛
情
表
現
。

補
袖
を
振
る
こ
と
は
す
な
わ
ち
手
を
振
る
こ
と
に
な

る
か
ら
、
作
者
に
対
し
て
何
ら
か
の
気
持
ち
を
表

現
し
て
い
る
こ
と
は
、
容
易
に
想
像
で
き
る
だ
ろ

う
。
こ
こ
で
は
、
も
う
一
歩
進
ん
で
、
古
代
の
文

学
に
お
け
る
「
袖
」
の
持
つ
意
味
を
説
明
し
な
が

ら
、
そ
の
心
情
表
現
と
し
て
の
重
要
性
に
気
づ
か

せ
た
い
。
古
代
の
袖
は
筒
袖
（
袂
の
な
い
袖
）
が

一
般
で
あ
り
、
さ
ら
に
貴
族
の
場
合
、
そ
の
先
に

端
袖
を
つ
け
た
。
端
袖
は
手
が
隠
れ
る
ほ
ど
長
い

か
ら
、
こ
れ
を
振
る
と
ひ
ら
ひ
ら
と
大
変
に
目
立

つ
。
そ
も
そ
も
袖
は
魂
の
宿
る
場
所
で
あ
っ
て
、

そ
う
い
う
袖
を
振
る
こ
と
は
相
手
の
魂
に
直
接
訴

え
か
け
よ
う
と
い
う
、
重
い
意
味
を
持
つ
。
そ
れ

ゆ
え
、
求
愛
の
し
ぐ
さ
に
な
る
の
で
あ
る
。

問
前
問
の
行
為
に
対
し
て
、「
野
守
は
見
ず
や
」（
３

行
目
）
に
込
め
ら
れ
た
作
者
の
気
持
ち
を
簡
潔
に

説
明
せ
よ
。

答
野
の
番
人
が
見
て
し
ま
う
だ
ろ
う
か
ら
困
る
、
と

い
う
気
持
ち
。

苺
狩
り
・
桜
狩
り
・
紅
葉
狩
り
な
ど
の
例
か
ら
、

理
解
さ
せ
た
い
。
こ
の
遊
猟
は
、
天
智
七
（
六六八）

年
五
月
五
日
に
行
わ
れ
た
。
教
科
書
で
次
に
掲
げ

て
い
る
、
こ
の
と
き
の
大
海
人
皇
子
の
歌
（
当
該

二
十
番
歌
に
続
く
二
十
一
番
歌
）
の
左
注
に
、

「
時
に
、
大
皇
弟
・
諸
王
・
内
臣
と
群
臣
、
皆

悉
こ
と
ご
と
く
従
ふ
」
と
見
え
る
よ
う
に
、
宮
廷
挙
げ
て

の
盛
大
な
行
事
で
あ
り
、
贅
を
尽
く
し
た
、
華
麗

で
優
美
な
催
し
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

2
額
田
王
　
額
田
王
は
、
斉
明
天
皇
の
時
代
か
ら
、

専
門
歌
人
と
し
て
宮
廷
に
仕
え
、
天
皇
の
意
を
体

し
、
そ
の
心
を
代
弁
す
る
よ
う
な
歌
を
作
っ
て
い

た
。
斉
明
天
皇
の
死
後
、
天
智
天
皇
の
宮
廷
で
活

躍
。
近
江
遷
都
時
の
天
智
天
皇
の
代
作
歌
（
巻
一

㉔
一
七
・
一
八
）
な
ど
、
や
は
り
前
代
の
宮
廷
歌

人
と
し
て
の
公
的
詠
作
者
の
立
場
を
継
承
し
て
い

る
。
ゆ
え
に
、
額
田
王
が
天
智
天
皇
の
妻
で
あ
っ

た
と
は
、
認
め
難
い
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
こ

の
遊
猟
時
に
、
彼
女
は
三
十
歳
前
後
で
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
。

3
あ
か
ね
さ
す
　
本
来
は
「
茜
色
（
黄
色
が
か
っ
た

赤
）
に
照
り
輝
く
」
の
意
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
、

「
日
」「
光
」「
昼
」
な
ど
に
掛
か
る
枕
詞
と
な
り
、

ま
た
茜
色
と
の
類
似
か
ら
「
紫
」
な
ど
に
掛
か
る
、

と
言
わ
れ
て
い
る
。
枕
詞
の
中
で
も
、
比
較
的
被

枕
詞
と
の
意
味
の
連
関
の
た
ど
り
や
す
い
語
で
あ

る
。
そ
れ
で
も
、
な
ぜ
枕
詞
な
ど
と
い
う
無
駄
な

言
葉
を
使
う
の
だ
ろ
う
、
と
い
う
疑
問
は
消
え
な

い
だ
ろ
う
。
僅
か
三
十
一
文
字
し
か
な
い
の
に
、

ど
う
し
て
わ
ざ
わ
ざ
さ
ら
に
そ
れ
を
狭
め
る
よ
う

な
こ
と
を
す
る
の
か
、
と
。
そ
こ
で
ぜ
ひ
、
枕
詞

が
「
声
の
文
化
」
の
所
産
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ

た
い
。
声
に
出
し
て
唱
え
る
こ
と
で
、
そ
の
言
葉

を
皆
で
あ
り
あ
り
と
体
感
し
て
共
有
す
る
、
呪

言
・
呪
文
と
し
て
の
意
味
を
持
っ
て
い
た
の
だ
。

授
業
で
も
、
特
に
繰
り
返
し
て
の
音
読
を
促
し
た

い
。
こ
こ
で
は
、
群
臣
打
ち
揃
っ
て
紫
野
を
行
く

行
為
を
、
呪
的
に
意
義
づ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

3
紫
野
行
き
標
野
行
き
　「
標
野
」
は
杭
や
縄
な
ど

で
囲
っ
て
立
ち
入
り
を
禁
じ
た
丘
陵
地
。「
し
め
」

は
神
や
特
定
の
人
の
領
有
で
あ
る
こ
と
を
示
す
し

る
し
の
こ
と
。
こ
こ
で
は
、
天
皇
の
た
め
の
土
地

で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
二
つ
の
「
行
き
」
の
主
語

が
誰
か
に
つ
い
て
は
説
が
分
か
れ
て
い
る
。「
君
」

す
な
わ
ち
大
海
人
皇
子
を
主
語
と
見
る
か
、
野
守

と
見
る
か
、
の
両
説
が
対
立
し
て
い
た
が
、
近
年

は
、
君
も
野
守
も
作
者
も
含
め
た
、
こ
の
地
に
い

る
集
団
全
て
、
と
い
う
見
方
が
目
立
つ
よ
う
に
な

っ
た
。
も
と
よ
り
、
研
究
者
の
間
で
説
が
対
立
し

て
い
る
よ
う
な
問
題
を
高
校
生
に
問
う
の
は
酷
で
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は
あ
る
。
た
だ
、
個
々
の
語
の
解
釈
を
終
え
た
後
、

「
学
者
で
も
意
見
が
分
か
れ
て
い
る
の
だ
が
、
君

た
ち
は
誰
が
主
語
だ
と
思
う
か
」
な
ど
と
発
問
し

て
み
て
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
決
定
的
な
根
拠

が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
要
は
ど
う
読
ん
だ

ら
一
首
が
魅
力
的
に
解
釈
で
き
る
か
、
に
か
か
っ

て
い
る
。
集
団
の
全
て
（
す
な
わ
ち
「
我
々
」）

と
す
る
説
は
、
歌
を
も
っ
て
天
皇
に
仕
え
、
そ
の

宮
廷
の
意
を
代
表
し
て
歌
に
表
し
た
額
田
王
の
立

場
に
ふ
さ
わ
し
く
、
ま
た
口
誦
文
芸
の
性
格
を
色

濃
く
残
す
、
こ
の
歌
の
大
ら
か
な
調
べ
に
合
致
す

る
と
も
い
い
得
る
の
で
、
本
書
で
は
こ
の
立
場
に

立
つ
。

3
野
守
は
見
ず
や
　「
や
」
は
反
語
の
係
助
詞
の
文

末
用
法
。
終
助
詞
と
す
る
説
も
あ
る
。
直
訳
す
れ

ば
「
野
守
は
見
な
い
で
し
ょ
う
か
、
い
や
見
る
で

し
ょ
う
」
と
な
り
、「
見
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か

（
私
は
困
っ
て
し
ま
い
ま
す
）」、
と
相
手
に
訴
え

て
い
る
意
と
な
る
。「
野
守
」
は
こ
の
標
野
の
番

人
。
人
に
知
ら
れ
た
ら
困
る
、
と
い
う
気
持
ち
で
、

そ
の
「
人
」
を
分
か
り
や
す
く
代
表
す
る
形
で
野

守
を
持
ち
出
し
た
。
天
智
天
皇
を
寓
意
す
る
と
見

る
説
も
あ
る
が
、
そ
こ
ま
で
考
え
る
必
要
は
な
い

だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
こ
の
部
分
を
倒
置
法
と
す
る

説
と
挿
入
句
と
す
る
説
が
あ
る
。
倒
置
法
と
し
た

場
合
は
、「
君
が
袖
振
る
（
の
を
）
野
守
は
見
ず

や
」
と
な
り
、「
野
守
は
見
ず
や
」
を
強
調
し
た

形
、
挿
入
句
と
し
た
場
合
は
、「
紫
野
行
き
標
野

行
き
（
野
守
は
見
ず
や
）
君
が
袖
振
る
」
と
な
り
、

詠
嘆
を
込
め
た
連
体
止
め
と
な
る
。
こ
こ
は
、

「
知
ら
れ
た
ら
困
る
」
と
い
う
点
を
恥
じ
ら
い
つ

つ
訴
え
て
い
る
（
強
調
し
て
い
る
）
と
し
て
、
倒

置
法
で
と
っ
た
。

3
君
　
大
海
人
皇
子
（
後
の
天
武
天
皇
）
を
指
す
。

そ
れ
が
分
か
る
の
は
、
こ
の
歌
に
答
え
た
歌
が
す

ぐ
後
に
見
ら
れ
る
か
ら
で
、
次
歌
と
共
に
学
習
し

た
い
。

　
　
額
田
王
は
、
確
か
に
早
く
に
大
海
人
皇
子
の
妻

と
な
り
、
十
市
皇
女

と
お
ち
の
ひ
め
み
こ

を
生
ん
だ
（
十
七
、
八
歳
頃

か
）。
そ
の
後
天
智
の
後
宮
に
入
っ
た
が
、
そ
れ

は
「
后
妃
」
と
し
て
で
は
な
く
（
天
智
の
后
妃
関

係
記
事
に
は
見
え
な
い
）、
歌
な
ど
の
職
掌
を
も

っ
て
仕
え
、
公
的
な
役
割
を
担
う
存
在
と
し
て
で

あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。
遊
猟
と
は
み
や
び
の
粋

を
尽
く
し
た
饗
宴
だ
か
ら
、
恋
の
や
り
と
り
は
、

そ
の
興
を
盛
り
上
げ
祝
福
す
る
こ
と
に
な
る
の
で

あ
る
。
額
田
王
の
歌
は
、
そ
の
場
の
多
く
の
う
ら

若
い
乙
女
た
ち
の
心
を
代
表
し
、
代
弁
し
て
い
る

と
見
ら
れ
る
。
恋
愛
は
、
古
来
文
化
で
あ
っ
た
。

「
人
妻
」
は
、
天
智
の
後
宮
に
入
っ
て
、
新
し
い

律
令
国
家
建
設
を
文
化
の
側
か
ら
支
え
て
い
る
我

が
妻
に
対
し
て
投
げ
か
け
ら
れ
た
言
葉
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
、
拍
手
喝
采
を
浴
び
た
こ
と
だ
ろ
う
。

大
海
人
皇
子
（
六三一？
〜
六八六）
は
、
天
智
天
皇
の

同
母
弟
。
天
智
天
皇
の
皇
太
子
と
な
っ
た
が
、
次

第
に
両
者
の
間
に
は
亀
裂
が
生
じ
、
天
智
の
晩
年

に
は
後
継
者
と
さ
れ
た
大
友
皇
子
と
対
立
し
、
出

家
し
て
吉
野
に
逃
れ
た
。
天
智
の
死
後
、
壬
申
の

乱
（
六七二年
）
で
大
友
皇
子
に
勝
利
し
、
即
位
し

た
。
天
皇
中
心
の
政
治
を
目
指
す
天
智
の
政
策
を

継
承
・
発
展
さ
せ
、
律
令
国
家
の
基
礎
を
築
い
た
。
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作
者

額
田
王

　
生
没
年
未
詳
。
舒じ
ょ

明め
い

六
（
六三四）
年
〜
九
（
六三七）
年
頃
の
生
ま
れ
か
。
持じ

統と
う

朝
（
六八七〜
六九七）
で
の
作
歌
が
確
認
で
き
る
。
万
葉
第
一
期
を
代
表
す
る

女
流
歌
人
。
父
は
鏡
か
が
み
の

王
お
お
き
み。
大お
お

海あ

人ま
の

皇お
う

子じ

と
の
間
に
十と
お

市ち
の

皇
女
ひ
め
み
こ

を
生
む
。
斉さ
い

明め
い

・
天
智
・
天
武
天
皇
の
宮
廷
で
歌
人
と
し
て
活
躍
し
た
。

鑑
賞

　
教
科
書
で
次
に
掲
げ
る
大
海
人
皇
子
の
歌
と
対
に
し
て
味
わ
い
た
い
。

「
あ
の
方
は
私
に
袖
を
振
っ
て
お
気
持
ち
を
表
し
て
い
ま
す
。
野
の
番
人
が

見
つ
け
た
ら
ど
う
す
る
の
で
し
ょ
う
」
と
、
作
者
は
い
か
に
も
困
惑
し
た
様

子
で
あ
る
。
続
く
男
性
の
歌
の
「
人
妻
」
の
語
か
ら
、
こ
の
二
人
は
秘
密
の
、

不
倫
の
恋
を
し
て
い
る
も
の
か
と
思
わ
せ
る
。

　
し
か
し
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
、『
万
葉
集
』
は
こ
の
や
り
と
り
を
相
聞

（
＝
男
女
や
親
子
・
兄
弟
姉
妹
、
友
人
の
間
の
よ
う
な
親
し
い
相
手
と
贈
答

し
た
歌
が
含
ま
れ
る
が
、
特
に
恋
の
歌
が
多
い
）
に
分
類
し
た
は
ず
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
歌
は
雑
歌
（
＝
相
聞
・
挽
歌
に
含
ま
れ
な
い
内
容
の
歌
を

総
括
す
る
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。『
万
葉
集
』
の
雑
歌
は
、
実
は
公
的
な

場
で
の
歌
が
多
く
集
め
ら
れ
て
お
り
、
額
田
王
は
宮
廷
歌
人
と
し
て
、
現
代

で
言
え
ば
国
際
試
合
の
前
に
「
君
が
代
」
を
独
唱
し
た
り
す
る
よ
う
な
、
そ

の
場
に
集
う
多
く
の
者
た
ち
の
気
分
を
代
表
す
る
役
割
を
担
う
歌
姫
で
あ
っ

た
。
語
句
の
研
究
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
遊
猟
は
宮
廷
挙
げ
て
の
盛
大
な
行
事

で
あ
る
。
こ
の
や
り
と
り
は
、
そ
こ
で
催
さ
れ
た
宴
席
を
盛
り
上
げ
る
た
め

の
座
興
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
衆
人
環
視
の
場
で
秘
密
の
恋
を
告
白
す
る
㉔
そ
れ
は
も
と
よ
り
尋
常
な
出

来
事
で
は
な
い
。
た
だ
、
見
守
る
皆
が
固
唾
を
の
ん
で
、
恋
す
る
二
人
に
注

目
し
、
そ
の
な
り
ゆ
き
に
心
を
震
わ
せ
、
拍
手
喝
采
さ
え
す
る
と
い
う
場
は
、

確
か
に
存
在
す
る
。
我
々
は
一
般
に
、
そ
う
し
た
二
人
の
立
つ
空
間
を
、

「
舞
台
」
と
か
「
劇
場
」
と
呼
ん
で
い
る
。
二
人
の
演
技
は
、
か
つ
て
そ
う

し
た
解
釈
も
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
現
代
人
を
し
て
そ
の
恋
を
真
実
か
と

錯
覚
さ
せ
る
ほ
ど
の
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
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品
詞
分
解
と
現
代
語
訳

（

表
示
は
略
号
で
示
し
た
。
略
号
に
つ
い
て
は
略
号
一
覧
参
照
。）

　
　
皇わ
う

太た
い

子し

　
の格助

・
主
格
　
答こ
た

ふ
る

ハ
下
二
・
体
　
御み

歌う
た

大お
ほ

海
人
あ
ま
の

皇み

子こ

紫
む
ら
さ
き　

の格助
・
比
喩
　
に
ほ
へ

ハ
四
・
已

　
る存・

体
　
妹い
も

　
を格助

・
対
象
　
憎に
く

く
形
ク
・
用
　
あ
ら

ラ
変
・
未
　
ば接助

・
順
仮
　
人ひ
と

妻づ
ま

　
ゆ
ゑ
　
に格助

・
原
因
　
我あ
れ

　
恋こ

ひ
ハ
上
二
・
未
　
め意・

未
　
や
も

係
助
・
反
語

（

巻
一
・
雑
歌
・
二
一）

　
　
　
皇
太
子
が
応
え
て
詠
ん
だ
御
歌

　
　
紫
草
の
よ
う
に
美
し
い
あ
な
た
を
も
し
嫌
い
だ
っ
た
と
し
た
ら
、
人
妻
で
あ
る
の
に
、
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
も
恋
い
慕
っ
た
り
し
よ
う
か
。

　《
主
題
》

　
人
妻
で
あ
る
相
手
を
紫
草
の
美
し
さ
に
喩
え

な
が
ら
、
深
い
愛
情
を
率
直
に
伝
え
よ
う
と
す

る
歌
。

指
導
上
の
注
意
点
と
発
問
例

●
二
六
〇
ペ
ー
ジ

問
こ
の
前
の
額
田
王
の
歌
と
は
、
内
容
的
に
は
相
聞

歌
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
雑
歌
と
し
て
収
録

さ
れ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
、
説
明
せ
よ
。

答
純
粋
な
恋
歌
の
応
酬
で
は
な
く
、
天
皇
が
猟
を
し

て
遊
ぶ
と
い
う
公
的
な
行
事
の
宴
席
で
の
歌
で
あ

る
か
ら
。

問
「
妹
」
と
は
誰
の
こ
と
か
。

語
句
の
研
究

●
二
五
八
ペ
ー
ジ

4
皇
太
子
　
大
海
人
皇
子
の
こ
と
。（
前
歌
の
語
句

の
研
究
「
君
」
の
項
を
参
照
）

5
紫
　「
紫
」
は
ム
ラ
サ
キ
科
の
多
年
草
で
あ
る
紫

草
。
夏
に
白
い
花
を
つ
け
、
根
か
ら
は
赤
み
を
帯

び
た
紫
色
の
染
料
が
採
れ
る
。
こ
こ
で
は
比
喩
を

表
す
格
助
詞
「
の
」
に
接
続
し
て
「
に
ほ
ふ
」
に

か
か
る
。
額
田
王
歌
の
「
紫
野
」
に
対
応
し
て
い

る
。

5
に
ほ
へ
る
　
動
詞
「
に
ほ
ふ
」
は
こ
こ
で
は
物
が

美
し
く
輝
く
よ
う
に
映
え
る
こ
と
を
い
う
。
色
が

他
の
物
を
染
め
る
こ
と
も
い
い
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ

を
も
含
意
し
た
も
の
か
。
周
知
の
こ
と
で
あ
る
が
、

古
来
、
女
性
の
美
し
さ
は
草
花
に
喩
え
ら
れ
る
こ

と
が
あ
る
。
こ
の
歌
の
よ
う
に
、
そ
の
美
し
さ
が

「
に
ほ
ふ
」
と
い
う
語
で
表
さ
れ
て
い
る
の
を
知

る
と
、
我
々
の
考
え
る
「
美
し
さ
」
は
、
も
と
も

と
は
視
覚
だ
け
で
感
じ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
、
と
思
い
至
る
。
何
ら
か
の
刺
激
に

対
し
、
本
来
起
こ
る
は
ず
の
感
覚
の
み
な
ら
ず
、

異
な
る
種
類
の
感
覚
も
自
動
的
に
生
じ
る
と
い
う

現
象
㉔
こ
れ
を
「
共
感
覚
」
と
い
う
。「
に
ほ
ふ
」

と
い
う
古
語
は
、
そ
の
よ
う
な
感
覚
と
何
ら
か
の

関
わ
り
を
持
つ
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
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答
額
田
王

補
語
句
の
研
究
「
妹
」
の
項
を
参
照
。

問
「
紫
の
に
ほ
へ
る
」
と
は
、
誰
の
、
ど
の
よ
う
な

様
子
か
。

答
「
妹
」
が
、
紫
草
の
よ
う
に
、
照
り
映
え
る
美
し

さ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。

補
語
句
の
研
究
「
紫
」「
に
ほ
へ
る
」
の
項
も
参
照
。

「
紫
の
」
の
「
の
」
は
、
格
助
詞
（
比
喩
）
で
、

主
格
で
は
な
い
。「
に
ほ
ふ
」
は
ハ
行
四
段
の
自

動
詞
で
、
輝
く
よ
う
な
美
し
さ
を
放
つ
こ
と
を
い

う
。
こ
の
歌
で
「
に
ほ
ふ
」
の
は
あ
く
ま
で

「
妹
」
で
あ
る
。

5
妹
　
男
性
か
ら
い
う
妻
、
恋
人
、
姉
や
妹
な
ど
と

い
っ
た
ご
く
親
し
い
女
性
の
呼
称
。
女
性
側
か
ら

男
性
を
さ
し
て
い
う
「
背
」
に
対
応
す
る
。
額
田

王
歌
の
「
君
」
を
受
け
て
い
る
。

5
人
妻
ゆ
ゑ
に
　
人
妻
で
あ
る
の
に
。
か
つ
て
、
額

田
王
は
初
め
大
海
人
皇
子
の
妻
で
あ
り
、
後
に
天

智
天
皇
の
寵
愛
を
受
け
た
と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

三
角
関
係
を
想
起
さ
せ
る
把
握
が
な
さ
れ
て
い
た

が
、
現
在
そ
う
し
た
解
釈
は
否
定
さ
れ
て
い
る
。

（
前
歌
の
語
句
の
研
究
「
君
」
の
項
も
参
照
）

5
恋
ひ
め
や
も
　「
恋
ふ
」
は
ハ
行
上
二
段
活
用
な

の
で
「
恋
ひ
」
は
未
然
形
で
「
め
」
は
意
志
の
助

動
詞
の
已
然
形
。
や
も
は
詠
嘆
を
込
め
た
反
語
。

係
助
詞
が
二
つ
重
な
っ
た
か
た
ち
と
考
え
る
。

作
者

大
海
人
皇
子

　
舒
明
三
（
六三一）
年
？
〜
朱
鳥
元
（
六八六）
年
。
後
の
天
武
天
皇
。
天
智
天

皇
の
同
母
弟
で
、
兄
の
死
後
に
生
じ
た
後
継
者
争
い
に
端
を
発
す
る
壬
申
の

乱
（
六七二年
）
に
勝
利
し
て
即
位
し
た
。
天
皇
中
心
の
政
治
を
目
指
す
天
智

の
政
策
を
継
承
・
発
展
さ
せ
、
律
令
国
家
の
基
礎
を
築
い
た
。
万
葉
第
一

期
・
二
期
の
歌
人
で
、
漢
籍
を
典
拠
に
踏
ま
え
る
な
ど
、
荘
重
な
響
き
を
持

ち
な
が
ら
、
理
知
・
機
知
に
も
富
み
、
闊
達
な
歌
風
と
評
さ
れ
て
い
る
。

鑑
賞

　
二
人
の
や
り
と
り
が
宴
席
の
座
興
で
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
は
、
先
の
鑑
賞

に
も
触
れ
た
。
こ
こ
で
は
二
人
の
や
り
と
り
を
別
の
角
度
か
ら
見
て
み
よ
う
。

　
歌
だ
け
を
取
り
出
せ
ば
、
女
性
か
ら
の
呼
び
か
け
に
対
し
て
男
性
が
応
え

た
か
た
ち
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
額
田
王
の
表
現
を
そ
の
ま
ま
受
け
取
る

と
、
こ
の
や
り
と
り
に
お
い
て
、
袖
を
振
る
こ
と
で
愛
情
を
先
ん
じ
て
示
し

た
の
は
大
海
人
皇
子
の
方
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
古
代
の
物
語
作
品
の
な

か
の
男
女
の
贈
答
に
お
い
て
も
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
古

代
の
男
女
に
よ
る
恋
の
や
り
と
り
は
、
男
性
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て

始
ま
る
の
が
一
つ
の
約
束
事
に
な
っ
て
い
る
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。
そ
の

よ
う
な
定
型
の
存
在
自
体
、
和
歌
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
、
言
っ

て
み
れ
ば
共
同
参
画
型
の
演
技
的
な
側
面
を
持
つ
こ
と
の
一
つ
の
証
左
で
あ

る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
男
は
人
目
も
憚
ら
ず
袖
を
振
っ
た
。
女
は
「
野
守

は
見
ず
や
」
と
困
惑
し
て
み
せ
、
そ
れ
に
対
し
て
男
は
「
人
妻
ゆ
ゑ
に
」
と

明
言
し
て
思
い
を
あ
ら
た
め
て
伝
え
て
く
る
。
こ
の
や
り
と
り
は
、
そ
の
定
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型
に
そ
の
ま
ま
あ
て
は
ま
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
男
性
の
愛
情
表
現
を
女

性
は
そ
の
ま
ま
受
け
容
れ
る
こ
と
な
く
否
定
的
に
切
り
返
す
、
そ
れ
に
対
し

て
男
性
は
さ
ら
に
真
摯
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
投
げ
か
け
て
く
る
…
。
古
代
の
恋

の
や
り
と
り
は
、
概
ね
こ
の
「
型
」
の
繰
り
返
し
に
よ
っ
て
深
化
し
て
い
く

の
で
あ
る
。
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品
詞
分
解
と
現
代
語
訳

（

表
示
は
略
号
で
示
し
た
。
略
号
に
つ
い
て
は
略
号
一
覧
参
照
。）

　
　
軽か
る
の皇み

子こ

、
安あ

騎き

の
野の

　
に格助

・
場
所
　
宿や
ど

ら
ラ
四
・
未
　
せ尊・

已
　
撰
者
↓
軽
皇
子
　
る完・

体
　
と
き
　
に
、

格
助
・
時
間
　
柿
か
き
の

本も
と
の朝あ

臣そ
み

人ひ
と

麻ま

呂ろ

　
が格助

・
主
格
　
作つ
く

る
ラ
四
・
体
　
歌う
た

柿
本

か
き
の
も
と
の

人ひ
と

麻ま

呂ろ

東
ひ
む
が
し　

の格助
・
体
修
　
野の

　
に格助

・
場
所
　
か
ぎ
ろ
ひ
　
の格助

・
主
格
　
立た

つ
タ
四
・
体
　
見み

え
ヤ
下
二
・
用
　
て接助

・
単
接
　
か
へ
り
見み

す
れ

サ
変
・
已

　
ば接助

・
順
偶
　
月つ
き

　
傾か
た
ぶき

カ
四
・
用
　
ぬ完・

終

（

巻
一
・
雑
歌
・
四
八）

　
　
　
軽
皇
子
が
、
安
騎
の
野
で
宿
泊
な
さ
っ
た
と
き
に
、
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
が
作
っ
た
歌

東
方
の
野
に
明
け
方
の
陽
光
が
輝
く
の
が
見
え
て
、
振
り
返
っ
て
見
る
と
月
が
沈
み
か
け
て
い
た
。

　《
主
題
》

　
野
で
一
夜
を
過
ご
し
、
夜
明
け
方
に
見
た
東

方
の
曙
光
と
西
方
の
月
の
光
景
と
を
、
ス
ケ
ー

ル
大
き
く
描
い
た
歌
。

指
導
上
の
注
意
点
と
発
問
例

●
二
五
八
ペ
ー
ジ

問
「
か
へ
り
見
す
れ
ば
」（
７
行
目
）
を
現
代
語
訳
し

な
さ
い
。

答
振
り
返
っ
て
見
る
と
。

補
「
か
へ
り
見
す
れ
」
は
、「
後
ろ
を
振
り
返
る
」
の

意
の
複
合
動
詞
「
か
へ
り
見
る
」
の
連
用
形
が
名

語
句
の
研
究

●
二
五
八
ペ
ー
ジ

6
せ
　

6
柿
本
人
麻
呂
　
こ
の
歌
は
、「
軽
皇
子
、
安
騎
の

野
に
宿
ら
せ
る
と
き
に
、
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
が
作

上
代
（
奈
良
時
代
）
の
助
動
詞
「
す
」
の
活
用

　
接
続
は
四
段
・
サ
変
動
詞
の
未
然
形
に
付
く
。

未
然

連
用

終
止

連
体

已
然

命
令

さ

し

す

す

せ

せ

る
歌
」
と
詞
書
（
題
詞
）
を
付
し
た
長
歌
（
巻
一

㉔
四
五
）
の
「
短
歌
」
四
首
（
巻
一
㉔
四
六
〜
四

九
）
中
の
第
三
首
で
あ
る
。「
短
歌
」
は
「
反
歌
」

（
長
歌
の
内
容
を
要
約
し
た
も
の
）
に
ほ
ぼ
等
し

い
が
、「
反
歌
」
よ
り
も
長
歌
に
対
す
る
独
立
性

が
高
い
。

6
軽
皇
子
　
後
の
文も
ん

武む

天
皇
〔
六八三年
〜
慶
雲
四
（
七

〇七）
年
〕
の
こ
と
。
草く
さ

壁か
べ
の皇み

子こ

の
子
で
、
母
は
元げ
ん

明め
い

天
皇
。

6
安
騎
の
野
　
現
在
の
奈
良
県
宇
陀
市
一
帯
の
野
。

軽
皇
子
は
こ
の
地
に
遊
猟
に
訪
れ
て
宿
泊
し
、
人
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詞
化
し
た
も
の
に
、
サ
変
動
詞
が
続
い
て
付
き
、

一
語
化
し
て
サ
変
動
詞
と
な
っ
た
も
の
の
已
然
形
。

「
ば
」
は
順
接
確
定
条
件
の
接
続
助
詞
。
東
方
の

「
か
ぎ
ろ
ひ
」
を
見
つ
め
て
い
た
姿
勢
か
ら
、
後

ろ
を
振
り
返
っ
て
み
た
動
作
を
表
す
。
こ
の
「
か

へ
り
見
す
れ
ば
」
に
つ
い
て
は
、
俳
優
の
身
振
り

め
い
て
い
て
嫌
味
だ
、
な
ど
と
い
う
伊
藤
左
千
夫

の
批
判
も
あ
る
が
、
人
麻
呂
は
自
然
の
殺
気
と
も

言
う
べ
き
気
配
を
感
知
し
て
振
り
返
っ
た
の
で
あ

っ
て
、
そ
こ
に
は
地
球
の
リ
ズ
ム
と
人
麻
呂
の
肉

体
の
リ
ズ
ム
が
感
応
し
合
っ
た
一
瞬
が
示
さ
れ
て

い
る
、
と
す
る
佐
佐
木
幸
綱
氏
の
見
解
（「
万
葉

へ
」）
が
興
味
深
い
。
動
物
が
地
震
を
予
知
す
る

能
力
を
持
つ
よ
う
に
、
古
代
人
は
、
よ
り
自
然
の

動
き
を
察
知
す
る
力
を
持
っ
て
い
た
ろ
う
し
、
人

麻
呂
の
よ
う
な
優
れ
た
詩
人
な
ら
な
お
さ
ら
だ
と

言
え
よ
う
。
そ
う
し
た
自
然
と
一
体
化
し
て
い
た

古
代
人
の
感
覚
に
思
い
を
馳
せ
さ
せ
た
い
。

問
ど
の
方
角
か
ら
ど
の
方
角
へ
の
視
点
の
移
動
を
表

し
て
い
る
か
。

答
東
か
ら
西
。

問
「
傾
き
ぬ
」（
７
行
目
）
の
「
ぬ
」
を
文
法
的
に
説

明
せ
よ
。

答
完
了
の
助
動
詞
「
ぬ
」
の
終
止
形

問
こ
の
歌
は
、
作
者
が
軽か

る
の

皇み

子こ

に
従
っ
て
、
宇
陀

（
奈
良
県
宇
陀
市
）
の
安あ

騎き

の
野
に
旅
し
た
と
き

の
一
首
で
あ
る
。
こ
の
安
騎
の
野
は
、
軽
皇
子

（
後
の
文
武
天
皇
）
の
父
草く

さ

壁か
べ

皇の
み

子こ

が
か
つ
て
猟

に
遊
ん
だ
地
で
も
あ
る
。
草
壁
皇
子
は
若
く
し
て

病
死
し
た
。
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
背
景
を
踏
ま
え

て
こ
の
歌
を
解
釈
し
た
場
合
、
⑴
「
東
の
野
に
立

つ
か
ぎ
ろ
ひ
」、
⑵
「
西
に
傾
く
月
」
は
、
そ
れ

ぞ
れ
誰
を
例
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
、
答
え

な
さ
い
。

答
⑴
軽
皇
子
　
⑵
草
壁
皇
子

問
こ
の
歌
は
、
長
歌
に
添
え
ら
れ
た
四
首
の
反
歌
の

う
ち
の
第
三
首
で
あ
る
。
前
問
の
歴
史
的
背
景
に

注
意
し
、
反
歌
第
一
、
第
二
、
第
四
の
次
の
三
つ

の
歌
に
共
通
す
る
主
題
を
簡
潔
に
答
え
よ
。

安
騎
の
野
に
宿
る
旅
人
う
ち
な
び
き
眠い

も
寝ぬ

ら

め
や
も
古

い
に
し
へ思
ふ
に

ま
草
刈
る
荒
野
に
は
あ
れ
ど
も
み
ち
葉
の
過
ぎ

に
し
君
の
形
見
と
ぞ
来こ

し

日ひ
な

並み
し

の
皇
子
の
尊み
こ
との
馬
並
め
て
み
狩
立
た
し
し

時
は
来き

向
か
ふ

答
亡
き
草
壁
皇
子
へ
の
追
慕
。

問
こ
の
歌
は
、「
万
葉
集
」
の
原
文
で
は
、
次
の
よ

う
に
表
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
表
記
を
何

と
言
い
う
か
。

東
野
炎
立
所
見
而
反
見
為
者
月
西
渡

答
万
葉
仮
名

麻
呂
は
そ
れ
に
付
き
従
っ
て
い
た
。
こ
の
遊
猟
は
、

持
統
六
（
六九二）
年
の
冬
の
こ
と
か
と
推
定
さ
れ

て
い
る
。

7
東
　「
ひ
む
が
し
」
は
上
代
に
は
「
ひ
む
か
し
」

と
清
音
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。「
日
向
し
」

の
意
で
、
本
来
は
日
の
出
に
向
か
う
方
角
の
こ
と
。

こ
こ
で
も
、
単
に
方
角
を
指
す
の
で
は
な
く
、
日

の
出
が
意
識
さ
れ
て
い
る
。

7
野
　
安
騎
の
野
の
東
方
の
野
。
軽
皇
子
の
父
で
あ

る
草
壁
皇
子
は
、
か
つ
て
安
騎
の
野
に
遊
猟
に
訪

れ
て
お
り
、
今
回
の
軽
皇
子
の
遊
猟
は
、
そ
の
追

懐
の
意
味
を
持
っ
て
い
た
。
そ
の
こ
と
は
、
一
連

の
「
短
歌
」
四
首
の
う
ち
、

ま
草
刈
る
荒
野
に
は
あ
れ
ど
も
み
ち
葉
の
過
ぎ

に
し
君
の
形
見
と
ぞ
来こ

し
（
巻
一
㉔
四
七
）

日ひ
な

並み
し

の
皇
子
の
尊み
こ
と

の
馬
並
め
て
み
狩
立
た
し

し
時
は
来き

向
か
ふ
（
巻
一
㉔
四
九
）

の
「
過
ぎ
に
し
君
」
お
よ
び
「
日
並
の
皇
子
の

尊
」
が
草
壁
皇
子
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
こ
と
か

ら
明
ら
か
と
な
る
。
だ
か
ら
、
掲
出
歌
の
背
後
に

も
、
個
人
を
追
懐
す
る
、
あ
る
意
味
で
挽
歌
の
よ

う
な
思
い
が
潜
在
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

7
か
ぎ
ろ
ひ
　
こ
の
場
合
の
「
か
ぎ
ろ
ひ
」
が
何
を

指
す
か
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
り
、
厳
密
に
言
え

ば
そ
の
実
態
は
確
定
し
て
い
な
い
。
通
常
「
か
ぎ
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ろ
ひ
」
と
い
え
ば
陽
炎
（
一
般
に
春
の
も
の
と
さ

れ
る
）
を
指
す
こ
と
が
多
い
が
、
こ
の
遊
猟
は
冬

の
こ
と
と
見
な
さ
れ
る
の
で
、
不
自
然
。
曙
光
、

も
し
く
は
日
の
出
前
に
東
の
空
が
明
る
く
な
る
こ

と
、
と
見
な
す
の
が
適
切
と
思
わ
れ
る
。
一
連
の

四
首
の
第
一
首
、

安
騎
の
野
に
宿
る
旅
人
う
ち
な
び
き
眠い

も
寝ぬ

ら

め
や
も
古
い
に
し
へ思
ふ
に
（
巻
一
㉔
四
六
）

　
で
は
、「
眠
も
寝
ら
め
や
も
古
思
ふ
に
」
と
あ
っ

た
。
一
行
は
、
草
壁
皇
子
を
偲
ん
で
ま
ん
じ
り
と

も
せ
ず
に
、
冬
の
一
夜
を
安
騎
の
野
に
野
宿
し
て

明
か
し
た
。
そ
う
し
て
と
う
と
う
、
東
の
空
に
さ

す
光
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

7
月
傾
き
ぬ
　「
万
葉
集
」
原
文
に
は
「
月
西
渡
」

と
あ
り
、「
月
に
し
わ
た
り
（
る
）」
な
ど
と
訓
ま

れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
義
訓
と
見
て
現
在
の
訓

み
が
定
着
し
て
い
る
。
月
が
ま
さ
に
落
ち
か
か
っ

た
と
い
う
、
動
的
な
把
握
が
際
立
つ
。
東
の
果
て

か
ら
西
の
向
こ
う
ま
で
を
巡
る
壮
大
な
空
間
が
、

動
的
に
、
行
動
的
に
摑
み
取
ら
れ
て
い
る
さ
ま
に

注
目
さ
せ
た
い
。

作
者

柿
本
人
麻
呂

　
生
没
年
未
詳
。
万
葉
第
二
期
の
歌
人
で
、「
万
葉
集
」
を
代
表
す
る
存
在
。

初
出
仕
は
天
武
朝
（
六七二〜
六八六）
で
、
そ
の
後
、
持
統
・
文
武
両
朝
（
六八六

〜
七〇〇）
の
宮
廷
歌
人
と
し
て
活
躍
し
た
。
和
銅
三
（
七一〇）
年
の
奈
良
遷
都

前
に
没
し
た
か
。
宮
廷
儀
礼
歌
に
優
れ
る
と
と
も
に
、
古
代
抒
情
詩
と
し
て

の
和
歌
を
確
立
し
た
。「
万
葉
集
」
編
纂
の
資
料
と
な
っ
た
「
柿
本
朝
臣
人

麻
呂
歌
集
」
は
、
そ
の
作
歌
の
集
と
も
、
人
麻
呂
が
編
纂
し
た
集
と
も
言
わ

れ
て
い
る
。

鑑
賞

　
安
騎
の
野
に
は
、
か
つ
て
軽
皇
子
の
父
で
あ
る
草
壁
皇
子
も
遊
猟
に
訪
れ

て
い
た
か
ら
、
軽
皇
子
の
一
行
は
亡
き
父
に
ゆ
か
り
の
地
で
宿
営
を
は
っ
て
、

故
人
を
偲
び
な
が
ら
一
夜
を
過
ご
し
た
の
で
あ
る
。
先
立
つ
人
麻
呂
の
長
歌

に
「
夕
さ
り
来
れ
ば
み
雪
降
る
」
と
い
う
か
ら
、
季
節
は
冬
。
東
の
空
に
曙

光
の
さ
す
の
を
見
て
、
反
対
の
西
側
を
「
か
へ
り
見
」
る
と
、
月
が
沈
み
か

け
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
こ
の
歌
は
そ
の
「
か
へ
り
見
」
に
よ
っ
て
、

東
西
の
対
照
的
な
景
、
明
と
暗
、
未
来
と
過
去
と
を
括
り
ま
と
め
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。
夜
を
徹
し
て
偲
ん
だ
草
壁
皇
子
は
月
の
沈
む
よ
う
に
や
が
て

は
過
去
の
存
在
と
な
り
、
間
も
な
く
の
ぼ
る
朝
日
か
ら
始
ま
る
新
し
い
朝
は

軽
皇
子
の
未
来
に
も
重
な
っ
て
い
く
。
既
に
次
の
朝
は
や
っ
て
来
よ
う
と
し

て
い
る
の
だ
が
、
故
人
の
い
た
過
去
は
い
つ
ま
で
も
惜
し
ま
れ
る
も
の
と
し

て
あ
る
。
や
や
大
袈
裟
に
さ
え
映
る
主
体
の
「
か
へ
り
見
」
は
、
そ
れ
を
惜

し
ま
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
者
の
一
人
と
し
て
の
行
動
で
も
あ
る
の
だ
ろ
う
。
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品
詞
分
解
と
現
代
語
訳

（

表
示
は
略
号
で
示
し
た
。
略
号
に
つ
い
て
は
略
号
一
覧
参
照
。）

　
　
山や
ま

部べ
の

宿す
く

禰ね

赤あ
か

人ひ
と

、　
富ふ

士じ

の
山や
ま

　
を格助

・
対
象
　
望の
ぞ

む
マ
四
・
体
　
歌う
た

山や
ま

部べ
の

赤あ
か

人ひ
と

天あ
め

地つ
ち

　
の格助

・
主
格
　
分わ

か
れ

ラ
下
二
・
用

　
し過・

体
　
時と
き

　
ゆ格助

・
起
点
　
神か
む

さ
び

バ
上
二
・
用

　
て接助

・
単
接
　
高た
く

く
形
ク
・
用
　
貴た
ふ
とき

形
ク
・
体
　
駿す
る

河が

　
な
る

在
・
体

　
富ふ

士じ

　
の格助

・
体
修
　
高た
か

嶺ね

　
を格助

・
対
象

天あ
ま

の
原は
ら

　
振ふ

り
さ
け
見み

れ

マ
上
一
・
已

　
ば接助

・
順
偶
　
渡わ
た

る
ラ
四
・
体
　
日ひ

　
の格助

・
体
修
　
影か
げ

　
も係助

・
列
挙
　
隠か
く

ら
ラ
四
・
未
　
ひ継・

用
　
照て

る
ラ
四
・
体
　
月つ
き

　
の格助

・
体
修
　
光ひ
か
り

　
も係助

・
列
挙
　
見み

え
ヤ
下
二
・
未

ず打・
用
　
白し
ろ

雲く
も

　
も係助

・
列
挙
　
い
行ゆ

き
は
ば
か
り

ラ
四
・
用

　
時と
き

じ
く

形
シ
ク
・
用

　
そ係助

・
強
意（

係）

　
雪ゆ
き

　
は係助

・
強
意
　
降ふ

り
ラ
四
・
用
　
け
る

詠
・
体（

結）

　
語か
た

り
継つ

ぎ

ガ
四
・
用

　
言い

ひ
継つ

ぎ

ガ
四
・
用

　
行ゆ

か
カ
四
・
未

む意・
終
　
富ふ

士じ

　
の格助

・
体
修
　
高た
か

嶺ね

　
は係助

・
提
示

（

巻
三
・
雑
歌
・
三
一
七）

　
　
反
歌

田た

子ご

の
浦う
ら

　
ゆ格助

・
経
場
　
う
ち
出い

で

ダ
下
二
・
用

　
て接助

・
単
接
　
見み

れ
マ
上
一
・
已
　
ば接助

・
順
偶
　
ま
白し
ろ

　
に格助

・
変
化
　
そ係助

・
強
意（

係）

　
富ふ

士じ

　
の格助

・
体
修
　
高た
か

嶺ね

　
に格助

・
場
所
　
雪ゆ
き

は係助
・
強
意
　
降ふ

り
ラ
四
・
用
　
け
る

詠
・
体（

結）
（

巻
三
・
雑
歌
・
三
一
八）

　
　
　
山
部
宿
禰
赤
人
が
、
富
士
山
を
遠
く
眺
め
て
（
作
っ
た
）
歌

天
と
地
が
分
か
れ
た
（
神
代
の
）
時
代
か
ら
、
神
々
し
く
て
高
く
貴
い
駿
河
に
あ
る
富
士
の
高
嶺
を
、
大
空
は
る
か
に
振
り
仰
い
で
見
る
と
、（
富
士
山
の
た

め
に
）
空
を
渡
る
太
陽
の
光
も
隠
れ
、
照
る
月
の
光
も
見
え
ず
、
白
雲
も
進
み
あ
ぐ
ね
、
い
つ
も
雪
が
降
っ
て
い
る
よ
。（
ま
だ
見
ぬ
人
に
）
語
り
伝
え
、
後

の
世
ま
で
も
言
い
継
い
で
い
こ
う
、（
こ
の
）
富
士
の
高
嶺
の
こ
と
を
。

　
　
　
反
歌

田
子
の
浦
を
通
っ
て
（
富
士
山
の
眺
め
が
よ
い
所
に
）
出
て
見
る
と
、
真
っ
白
に
富
士
の
高
嶺
に
雪
が
降
り
積
も
っ
て
い
る
こ
と
だ
よ
。
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　《
主
題
》

長
歌
㉔
富
士
の
霊
威
あ
ふ
れ
る
神
聖
な
姿
を
壮

大
に
描
い
た
、
富
士
山
崇
拝
の
歌
。

反
歌
㉔
旅
先
で
富
士
を
見
て
感
動
し
、
そ
の
姿

を
あ
り
の
ま
ま
に
描
い
た
歌
。

指
導
上
の
注
意
点
と
発
問
例

●
二
五
九
ペ
ー
ジ

問
詞
書
に
「
富
士
の
山
を
望
む
歌
」（
１
行
目
）
と

あ
る
が
、「
望
む
」
は
、
こ
こ
で
は
ど
の
よ
う
な

意
味
か
、
別
の
言
葉
で
言
い
換
え
よ
。

答
遠
く
眺
め
る
。
望
見
す
る
。

問
「
天
地
の
　
分
か
れ
し
時
ゆ
」（
２
行
目
）
を
現
代

語
訳
し
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
表
現
か
考
え

よ
。

答
「
天
と
地
が
分
か
れ
た
（
神
代
の
）
時
代
か
ら
、

天
地
開
闢
の
昔
か
ら
」
な
ど
。
世
界
の
始
ま
り
か

ら
説
き
起
こ
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
悠
久
の
時
と
壮

大
な
空
間
を
示
し
、
富
士
の
神
聖
性
や
威
厳
を
強

調
し
た
、
神
話
的
な
表
現
。

問
「
白
雲
も
　
い
行
き
は
ば
か
り
」（
３
行
目
）
と
は
、

ど
の
よ
う
な
意
味
か
。

答
「
白
雲
も
（
富
士
の
霊
威
に
よ
っ
て
）
進
み
あ
ぐ

ね
」。
富
士
の
威
厳
を
白
雲
に
対
す
る
擬
人
法
に

よ
っ
て
間
接
的
に
表
し
て
い
る
。

問
「
天
の
原
」
を
現
代
語
訳
し
な
さ
い
。

答
広
々
と
し
た
大
空
。

語
句
の
研
究

●
二
五
九
ペ
ー
ジ

1
富
士
　
富
士
山
。「
万
葉
集
」
で
は
「
布
士
」「
布

自
」
な
ど
と
表
記
さ
れ
て
い
る
が
「
不
盡
」（
不

尽
）
が
最
も
多
く
、
そ
の
永
遠
性
を
賛
美
し
よ
う

と
す
る
意
識
を
表
す
。「
富
士
」
の
表
記
は
な
い
。

2
天
地
の
　
分
か
れ
し
時
ゆ
　「
天
地
開
闢
の
昔
か

ら
」
と
い
う
神
話
的
な
慣
用
句
。「
ゆ
」
は
上
代

の
格
助
詞
で
、
動
作
の
時
間
的
・
空
間
的
起
点
を

表
す
。「
…
以
来
」。
中
古
以
降
は
「
よ
り
」
が
用

い
ら
れ
た
。

2
神
さ
び
て
　「
神
々
し
く
て
」。「
さ
ぶ
」
は
名
詞

に
付
い
て
、「
…
ら
し
く
な
る
、
…
に
見
え
る
」

の
意
の
動
詞
を
作
る
接
尾
語
。

2
駿
河
な
る
　「
駿
河
」
は
旧
国
名
。
現
在
の
静
岡

県
中
・
東
部
。「
な
る
」
は
存
在
を
表
す
助
動
詞

「
な
り
」
の
連
体
形
。

2
天
の
原
　
振
り
さ
け
見
れ
ば
　「
天
の
原
」
は

「
広
々
と
し
た
大
空
」。「
振
り
さ
け
見
る
」
は

「
振
り
仰
い
で
遠
く
を
眺
め
る
こ
と
」。「
さ
く
」

（
カ
下
二
）
は
、「
放
つ
」「
遠
く
へ
や
る
」
が
原

義
で
、
動
詞
の
連
用
形
に
つ
い
て
①
「
…
を
し
て

思
い
を
晴
ら
す
」
②
「
見
さ
く
」「
振
り
さ
く
」

の
形
で
「
遠
く
を
眺
め
る
」「
振
り
仰
ぐ
」
の
意

で
用
い
ら
れ
た
。
こ
こ
で
は
②
。「
富
士
の
高
嶺

を
大
空
は
る
か
に
振
り
仰
い
で
見
る
と
」。

3
渡
る
日
の
　
影
も
隠
ら
ひ
　「
渡
る
日
の
影
」
は

「
空
を
渡
る
太
陽
の
光
」。「
影
（
景
）」
は
「
光
」。

「
か
げ
」
の
原
義
は
「
光
り
輝
く
、
照
り
輝
く
」

（
カ
ゲ
ロ
フ
・
カ
ガ
ヨ
フ
な
ど
に
通
じ
る
）
だ
が
、

転
じ
て
光
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
光
と

闇
、
ま
た
は
光
に
よ
っ
て
照
ら
し
出
さ
れ
る
像
を

意
味
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
隠
ら
ひ
」
は
「
隠

る
」（
ラ
四
）
の
未
然
形
「
隠
ら
」
゛
上
代
の
反

復
・
継
続
の
助
動
詞
「
ふ
」（
四
段
型
活
用
・
未

然
形
に
接
続
）
で
、「
ず
っ
と
隠
れ
て
い
る
、
見

え
隠
れ
す
る
」
の
意
。「
ふ
」
が
助
動
詞
と
し
て

種
々
の
語
に
付
い
た
の
は
上
代
の
み
。「
渡
る
日

の
…
」
と
「
照
る
月
の
…
」
は
太
陽
と
月
の
光
が

富
士
に
隠
さ
れ
る
こ
と
を
対
句
風
に
詠
む
。

4
い
行
き
は
ば
か
り
　「
い
」
は
上
代
に
多
く
用
い

ら
れ
た
接
頭
語
で
、
動
詞
に
付
い
て
、
調
子
を
整

え
た
り
意
味
を
強
め
た
り
す
る
。「
行
き
は
ば
か

り
」
は
「
障
害
（
富
士
）
が
あ
っ
て
進
め
な
い
」。

こ
こ
で
は
、
擬
人
法
で
、
雲
も
富
士
山
の
霊
威
に

よ
っ
て
、
近
づ
こ
う
と
し
な
い
さ
ま
を
い
う
。

「
富
士
の
嶺ね

を
高
み
恐か
し
こみ
天
雲
も
い
行
き
は
ば
か

り
た
な
び
く
も
の
を
」（
巻
三
㉔
三
二
一
・
高
橋

虫
麻
呂
）
な
ど
、
富
士
の
霊
威
が
自
然
に
作
用
す
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問
「
影
も
隠
ら
ひ
」
の
「
影
」
を
、
別
の
言
葉
で
言

い
換
え
な
さ
い
。

答
光

問
「
富
士
の
高
嶺
は
」（
４
行
目
）
は
、
ど
こ
へ
続
く

か
。

答
語
り
継
ぎ
　
言
ひ
継
ぎ
行
か
む

問
「
う
ち
出
で
て
見
れ
ば
」（
７
行
目
）
を
現
代
語
訳

し
、
ど
の
よ
う
な
状
況
を
表
し
て
い
る
の
か
、
説

明
せ
よ
。

答
「（
富
士
山
の
眺
め
が
よ
い
所
に
）
出
て
見
る
と
」。

今
ま
で
山
陰
な
ど
の
障
害
物
に
よ
っ
て
遮
ら
れ
て

い
た
が
、
視
界
の
開
け
た
場
所
に
出
て
、
つ
い
に

そ
の
姿
を
眺
め
得
た
、
と
い
う
富
士
を
見
た
喜
び

が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

問
「
反
歌
」（
６
行
目
）
と
は
、
ど
の
よ
う
な
歌
か
。

答
長
歌
の
後
に
添
え
、
長
歌
の
大
意
を
要
約
し
た
り
、

長
歌
に
詠
み
き
れ
な
か
っ
た
気
持
ち
を
補
足
し
た

り
す
る
短
歌
。

問
「
田
子
の
浦
ゆ
」（
７
行
目
）
歌
中
よ
り
上
代
語
を

一
つ
指
摘
し
な
さ
い
。

答
ゆ

問
「
ま
白
に
そ
」（
７
行
目
）
に
つ
い
て
、

⑴
「
そ
」
を
文
法
的
に
説
明
せ
よ
。

⑵
「
ま
白
に
そ
」
と
い
う
言
葉
に
込
め
ら
れ
た
作

者
の
気
持
ち
と
し
て
、
適
切
な
も
の
を
次
の
中

か
ら
選
べ
。

ア
聖
な
る
美
へ
の
畏
怖
と
感
動
。

る
さ
ま
は
多
く
詠
ま
れ
た
。

4
時
じ
く
そ
　「
そ
」
は
強
意
の
係
助
詞
。
実
際
に

見
た
と
き
の
印
象
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、

係
助
詞
「
そ
」
は
上
代
で
も
清
音
・
濁
音
両
方
が

見
ら
れ
る
が
、「
そ
」
の
形
が
本
来
で
あ
っ
た
と

見
ら
れ
る
。「
時
じ
く
」
は
上
代
の
形
容
詞
「
時

じ
」
の
連
用
形
。「
じ
」
は
形
容
詞
を
作
る
接
尾

語
で
、
打
消
の
意
を
含
む
。「
時
節
に
関
係
な
く
、

い
つ
も
」。「
そ
」
は
強
意
の
係
助
詞
。「
時
な
ら

ず
雪
は
降
っ
て
い
る
」。
古
代
、
雨
や
雪
な
ど
、

天
か
ら
降
る
も
の
を
神
聖
な
呪
力
が
宿
さ
れ
た

「
天
つ
水
」
と
す
る
信
仰
が
あ
っ
た
。
そ
の
頂
が

常
に
雪
に
包
ま
れ
て
い
る
富
士
の
神
秘
を
強
調
し

た
表
現
で
あ
る
。
進
み
あ
ぐ
ね
る
雲
、
消
え
る
こ

と
な
き
雪
、
と
い
う
景
に
よ
っ
て
富
士
の
尊
厳
や

霊
妙
さ
を
示
し
た
表
現
。

4
語
り
継
ぎ
　
言
ひ
継
ぎ
行
か
む
　「（
ま
だ
見
ぬ
人

に
）
語
り
伝
え
、
後
の
世
ま
で
も
言
い
継
い
で
い

こ
う
」。「
継
ぐ
」（
ガ
行
四
段
）
は
、「
跡
を
継
い

で
い
く
こ
と
」。
な
お
原
文
は
「
語
告
」
と
表
記
。

言
葉
を
伝
達
す
る
意
の
「
告
ぐ
」
は
、
下
二
段
動

詞
で
「
告
ぎ
」
と
い
う
活
用
形
は
な
い
が
、「
継

ぐ
」
と
同
根
の
語
で
あ
り
、
意
味
の
類
似
か
ら
の

借
用
か
。「
継
ぐ
」
は
、
長
く
続
く
も
の
が
絶
え

な
い
よ
う
に
繫
い
で
い
く
こ
と
。
後
に
大
伴
家
持

が
越
中
の
立
山
を
詠
ん
だ
「
万よ
ろ
づ世よ

の
　
語
ら
ひ
ぐ

さ
と
　
い
ま
だ
見
ぬ
　
人
に
も
告
げ
む
」（
巻
十

七
㉔
四
〇
〇
〇
）
は
こ
の
作
に
学
ん
だ
表
現
。

7
田
子
の
浦
ゆ
　「
田
子
の
浦
」
は
現
在
の
静
岡
県

静
岡
市
清
水
区
由
比
倉
沢
・
蒲
原
辺
り
の
海
辺

（
現
在
の
「
田
子
の
浦
」
は
静
岡
県
富
士
市
に
あ

り
、
別
の
場
所
）。
上
代
の
格
助
詞
「
ゆ
」
は
経

過
す
る
場
所
を
表
す
。「
…
を
通
っ
て
」。
な
お
、

「
新
古
今
和
歌
集
」
や
「
百
人
一
首
」
で
は
「
田

子
の
浦
に
う
ち
出
で
て
見
れ
ば
白
妙
の
富
士
の
高

嶺
に
雪
は
降
り
つ
つ
」
と
い
う
形
で
収
録
さ
れ
て

お
り
、
田
子
の
浦
自
体
に
出
て
富
士
を
眺
め
て
い

る
歌
に
な
り
、
位
置
関
係
が
異
な
っ
て
い
る
。
中

古
語
に
は
「
ユ
」
に
当
た
る
一
音
節
助
詞
は
な
く
、

「
万
葉
集
」
の
「
ユ
」
は
「
ニ
」
ま
た
は
「
ヲ
」

と
訓
読
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
平
安
時
代
以
来

の
万
葉
集
訓
読
の
一
つ
で
、
撰
者
の
改
作
で
は
な

い
と
見
ら
れ
て
い
る
（
小
島
吉
雄
「
新
古
今
和
歌

集
の
研
究
」）。

7
う
ち
出
で
て
見
れ
ば
　「
う
ち
」
は
語
調
を
整
え

る
接
頭
語
。「（
富
士
山
の
眺
め
が
よ
い
所
に
）
出

て
見
る
と
」。
歌
の
詠
ま
れ
た
位
置
に
関
し
て
は

古
来
諸
説
あ
る
。
薩さ

っ

埵た

峠
を
越
え
た
辺
り
か
。

7
ま
白
に
そ
　「
ま
（
真
）」
は
名
詞
や
形
容
詞
に
付

い
て
、
真
実
・
純
粋
・
強
調
な
ど
の
意
を
添
え
る
。
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イ
厳
し
い
自
然
へ
の
闘
争
心
。

ウ
そ
び
え
立
つ
山
へ
の
羨
望
。

エ
下
界
の
汚
ら
わ
し
さ
へ
の
嫌
悪
。

答
⑴
強
意
を
表
す
係
助
詞
。
結
び
の
「
け
る
」
と
呼

応
し
て
い
る
。
⑵
ア

問
「
降
り
け
る
」
の
「
け
る
」
を
文
法
的
に
説
明
し

な
さ
い
。

答
詠
嘆
の
助
動
詞
「
け
り
」
の
連
体
形
。「
そ
」
の

結
び
。

問
長
歌
と
反
歌
を
比
較
し
、
二
首
の
関
係
を
考
え
よ
。

答
長
歌
は
、
後
代
へ
と
語
り
継
ぐ
べ
く
、
富
士
の
霊

威
あ
ふ
れ
る
神
聖
な
姿
が
言
葉
を
尽
く
し
て
強
調

さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
反
歌
は
、
富
士
を
見
た
感

動
が
あ
り
の
ま
ま
の
風
景
描
写
に
込
め
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
背
後
に
、
長
歌
に
詠
ま
れ
た
富
士
の
霊

威
や
神
聖
さ
へ
の
感
応
が
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て

お
き
た
い
。「
長
歌
の
『
神
さ
び
て
高
き
』
富
士

の
観
念
を
鮮
明
な
映
像
に
具
象
化
し
た
の
が
短

歌
」（
和
歌
文
学
大
系
「
萬
葉
集
」）。

問
こ
の
歌
は
、「
新
古
今
和
歌
集
」
や
「
百
人
一
首
」

で
は
次
の
よ
う
な
歌
で
採
ら
れ
て
い
る
。
両
歌
の

相
違
を
ま
と
め
、「
万
葉
集
」
と
「
新
古
今
和
歌

集
」
の
歌
風
の
違
い
に
つ
い
て
答
え
よ
。

田
子
の
浦
に
う
ち
出
で
て
見
れ
ば
白し

ろ

妙た
へ

の
富
士
の

高
嶺
に
雪
は
降
り
つ
つ

答
①
「
ゆ
」
が
「
に
」
に
な
っ
て
い
る
点
…
「
ゆ
」

に
よ
る
立
体
感
や
瞬
間
的
な
感
動
が
失
わ
れ
、

「
に
」
に
よ
っ
て
平
面
的
、
静
止
的
な
も
の
と
な

っ
て
い
る
。
②
「
真
白
に
そ
」
が
「
白
妙
の
」
に

な
っ
て
い
る
点
…
「
真
白
に
そ
」
は
素
朴
で
印
象

的
で
あ
る
が
、「
白
妙
の
」
は
や
や
観
念
的
で
類

型
的
で
あ
る
。
③
「
降
り
け
る
」
が
「
降
り
つ

つ
」
に
な
っ
て
い
る
点
…
「
降
り
け
る
」
は
雪
が

降
り
積
も
っ
た
実
景
で
あ
る
が
、「
雪
は
降
り
つ

つ
」
は
意
味
の
上
で
現
に
雪
が
降
っ
て
い
る
こ
と

に
な
り
、
曖
昧
な
イ
メ
ー
ジ
に
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
相
違
か
ら
み
て
、
素
朴
に
感
動
を
歌
う
万

葉
集
と
、
観
念
の
世
界
に
余
情
を
醸
し
出
そ
う
と

す
る
新
古
今
和
歌
集
の
違
い
が
見
ら
れ
る
（「
真

白
に
そ
」
と
い
う
荘
厳
な
聖
な
る
美
に
対
す
る
感

動
が
、
新
古
今
和
歌
集
で
は
、
王
朝
風
に
「
白
妙

の
」
と
い
う
優
美
な
姿
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い

る
）。

こ
こ
は
雪
の
白
さ
を
強
調
し
た
表
現
。「
真
っ
白

に
」。

7
雪
は
降
り
け
る
　「
け
る
」
は
詠
嘆
の
助
動
詞

「
け
り
」
の
連
体
形
で
係
助
詞
「
ぞ
」
の
結
び
。

「
け
り
」
の
本
義
は
「
そ
う
い
う
事
態
だ
と
今
気

が
つ
い
た
」
と
い
う
気
づ
き
に
あ
る
。
こ
こ
で
は

「
ま
さ
し
く
富
士
の
偉
容
を
今
実
際
に
発
見
し
た
」

と
い
う
清
新
な
喜
び
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

〈
補
説
〉「
万
葉
集
」
に
は
富
士
を
神
と
す
る
思
想
が

見
ら
れ
る
と
い
う
（
久
松
潜
一
「
万
葉
集
考
説
」）

が
、
こ
の
長
歌
も
、
霊
峰
富
士
の
威
厳
や
神
聖
さ

を
、
言
葉
を
尽
く
し
て
描
い
た
歌
で
あ
る
。
日
・

月
・
雲
・
雪
と
壮
大
な
視
点
で
そ
れ
ぞ
れ
の
景
を

切
り
取
り
な
が
ら
そ
の
姿
を
崇
め
、
最
後
に
「
語

り
継
ぎ
　
言
ひ
継
ぎ
行
か
む
」
と
そ
の
永
遠
を
祈

る
の
で
あ
る
。
言
葉
の
伝
承
は
神
聖
な
行
為
で
あ

り
、
文
学
の
起
源
で
あ
っ
た
。
授
業
で
も
、
雄
大

な
富
士
を
想
起
し
な
が
ら
繰
り
返
し
音
読
し
、
対

句
的
表
現
や
リ
ズ
ム
を
味
わ
い
た
い
。
な
お
、
古

代
の
富
士
山
は
そ
の
火
や
煙
の
さ
ま
が
し
ば
し
ば

詠
ま
れ
て
い
る
。

　
　
反
歌
で
は
、
田
子
の
浦
か
ら
富
士
が
眺
望
で
き

る
地
点
へ
の
移
動
、
さ
ら
に
近
景
の
海
辺
か
ら
遠

景
の
富
士
山
頂
へ
と
焦
点
が
合
わ
せ
ら
れ
る
と
い

う
視
点
の
移
動
が
あ
り
、
読
者
も
富
士
を
眺
め
得
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た
喜
び
を
共
に
味
わ
え
る
よ
う
な
構
造
と
な
っ
て

い
る
。「
富
士
山
が
見
え
た
」
と
い
う
感
慨
は
生

徒
に
と
っ
て
も
身
近
な
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
古
人

に
と
っ
て
富
士
が
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
か
、

長
歌
と
併
せ
て
話
し
合
っ
て
み
た
い
。

作
者

山
部
赤
人

　
生
没
年
未
詳
。
万
葉
第
三
期
の
歌
人
。
聖
武
朝
前
半
の
行
幸
に
従
駕
し
た

宮
廷
歌
人
。
神じ
ん

亀き

元
（
七二四）
年
〜
天
平
八
（
七三六）
年
ま
で
の
作
歌
が
知
ら

れ
て
い
る
。
宮
廷
賛
美
の
精
神
を
、
清
明
な
風
景
描
写
に
よ
っ
て
表
し
た
。

「
古
今
和
歌
集
」
仮
名
序
・
真
名
序
は
、
柿
本
人
麻
呂
と
と
も
に
「
歌
仙
」

と
し
て
そ
の
名
を
記
し
、
最
大
級
の
敬
意
を
払
っ
て
い
る
。

鑑
賞

　〈

語
句
の
研
究
〉
等
で
ふ
れ
た
よ
う
に
、
長
歌
の
語
ろ
う
と
す
る
富
士
の

在
り
方
は
、
自
然
の
景
観
と
い
う
よ
り
、
ま
る
で
山
そ
の
も
の
を
神
と
仰
ご

う
と
す
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
カ
メ
ラ
も
高
速
移
動
可
能
な
乗
り
物
も
な
く
、

絵
に
描
い
て
保
存
す
る
た
め
の
紙
さ
え
も
一
般
的
で
な
か
っ
た
時
代
、
富
士

の
姿
は
直
接
的
に
も
間
接
的
に
も
そ
う
簡
単
に
目
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
赤
人
の
長
歌
の
語
る
霊
峰
富
士
の
威
容
は
、
聞
く
者
に

と
っ
て
も
は
や
神
話
の
世
界
の
そ
れ
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

　
意
図
し
て
対
句
の
よ
う
に
畳
み
か
け
ら
れ
る
観
念
的
な
風
景
表
現
の
長
歌

と
は
異
な
り
、
反
歌
は
ま
さ
し
く
叙
景
歌
（
主
観
を
ま
じ
え
ず
風
景
表
現
の

み
で
構
成
さ
れ
た
歌
）
で
あ
る
。
一
首
の
主
体
は
、
田
子
の
浦
に
出
る
と
い

う
行
動
に
よ
っ
て
、
周
辺
の
風
景
を
い
っ
た
ん
は
視
界
に
入
れ
な
が
ら
、
冠

雪
す
る
白
い
富
士
の
山
頂
を
遠
景
に
捉
え
た
。
こ
こ
に
、
空
間
的
な
奥
行
き

を
持
っ
た
、
富
士
を
眺
望
す
る
景
の
雛
型
が
生
ま
れ
、
広
く
愛
さ
れ
る
一
つ

の
典
型
と
な
っ
て
い
っ
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
『
新
古

今
和
歌
集
』
や
『
百
人
一
首
』
に
も
こ
の
歌
が
選
び
入
れ
ら
れ
た
こ
と
に
も

表
れ
て
い
よ
う
。
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品
詞
分
解
と
現
代
語
訳

（

表
示
は
略
号
で
示
し
た
。
略
号
に
つ
い
て
は
略
号
一
覧
参
照
。）

　
　
山
や
ま
の

上う
へ
の憶お
く良ら

臣お
み

、　
宴う
た
げ　

を格助
・
起
点
　
ま
か
る

ラ
四
・
体（

謙）

撰
者
↓
宴
席
　
歌う
た

山
や
ま
の

上う
へ
の

憶お
く

良ら

憶お
く

良ら

ら
　
は係助

・
区
別
　
今い
ま

　
は係助

・
区
別
　
ま
か
ら

ラ
四
・
未（

謙）

憶
良
↓
宴
席
　
む意・

終
　
子こ

　
泣な

く
カ
四
・
終
　
ら
む

現
推
・
終
　
そ
れ

接

　
そ代
　
の格助

・
体
修
　
母は
は

　
も係助

・
同
類
　
我あ代

　
を格助

・
対
象

待ま

つ
タ
四
・
終
　
ら
む

現
推
・
終
　
そ係助

・
強
意

（

巻
三
・
雑
歌
・
三
二
七）

　
　
　
山
上
憶
良
臣
が
、
宴
会
か
ら
退
出
す
る
と
き
の
歌

憶
良
め
は
、
今
と
な
っ
て
は
も
う
お
い
と
ま
い
た
し
ま
し
ょ
う
。（
家
で
は
）
子
供
が
泣
い
て
い
る
で
し
ょ
う
。
え
え
、
そ
の
母
親
も
私
を
待
っ
て
い
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

　《
主
題
》

　
宴
席
か
ら
退
く
際
に
、
家
族
が
待
っ
て
い
る

か
ら
、
と
お
ど
け
て
挨
拶
し
た
歌
。

指
導
上
の
注
意
点
と
発
問
例

●
二
五
九
ペ
ー
ジ

問
「
憶
良
ら
は
今
は
ま
か
ら
む
」（
９
行
目
）
を
現
代

語
訳
せ
よ
。

答
「
憶
良
め
は
今
と
な
っ
て
は
も
う
お
い
と
ま
い
た

し
ま
し
ょ
う
」。

補
「
ら
」
は
謙
店
の
接
尾
語
。「
ま
か
る
」
は
貴
人
の

も
と
か
ら
退
出
す
る
意
。

問
◉
「
憶
良
ら
は
…
…
」（
９
行
目
）
の
歌
は
ど
こ
で

切
れ
る
か
。

答
二
句
切
れ
・
三
句
切
れ

補
第
二
句
の
末
尾
は
意
志
の
助
動
詞
「
む
」
の
終
止

形
、
第
三
句
の
末
尾
は
現
在
推
量
の
助
動
詞
「
ら

む
」
の
終
止
形
。
第
二
句
ま
で
と
第
三
句
と
第
四

句
以
降
で
は
そ
れ
ぞ
れ
述
語
動
詞
の
主
語
が
異
な

っ
て
お
り
、
意
味
の
面
か
ら
も
二
度
の
句
切
れ
が

認
め
ら
れ
る
。

問
「
憶
良
ら
は
」（
９
行
目
）
の
「
ら
」
は
複
数
の
意

で
は
な
く
、
へ
り
く
だ
る
気
持
ち
を
表
す
接
尾
語

で
あ
る
。「
憶
良
ら
は
」
を
現
代
語
訳
せ
よ
。

答
憶
良
め
は
。

問
「
ま
か
ら
む
」（
９
行
目
）
の
「
ま
か
ら
」
に
つ
い

語
句
の
研
究

●
二
五
九
ペ
ー
ジ

9
憶
良
ら
は
　「
ら
」
は
名
詞
や
代
名
詞
に
付
い
て
、

謙
譲
の
意
を
表
す
接
尾
語
。
本
来
複
数
を
示
す
が
、

相
手
を
含
め
な
い
場
合
は
謙
店
と
な
る
。「（
私
）

憶
良
め
は
」。

9
今
は
ま
か
ら
む
　「
今
は
」
は
「
今
と
な
っ
て
は

も
う
」。「
罷ま

か

る
」
は
「
貴
所
や
貴
人
の
も
と
か
ら

退
出
す
る
」
意
の
謙
譲
語
。「
お
い
と
ま
す
る
」。

こ
こ
で
は
宴
席
か
ら
退
出
す
る
こ
と
で
、
宴
の
出

席
者
に
対
す
る
敬
意
や
親
愛
の
情
を
示
し
て
い
る
。
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て
、

⑴
「
ま
か
ら
」
を
文
法
的
に
説
明
せ
よ
。

⑵
「
ま
か
る
」
と
反
対
の
意
味
を
持
つ
古
語
を
答

え
よ
。

答

⑴
謙
譲
の
動
詞
（
ラ
行
四
段
活
用
）「
ま
か
る

（
罷
る
）」
の
未
然
形
。「
尊
い
所
か
ら
退
出
す
る
」

の
意
。「
退
き
出
る
」
の
謙
譲
体
。
⑵
ま
ゐ
る
。

ま
う
づ
。

問
「
泣
く
ら
む
」（
９
行
目
）
と
「
待
つ
ら
む
」（
９

行
目
）
の
「
ら
む
」
に
つ
い
て
、

［易］
⑴
二
つ
の
「
ら
む
」
を
文
法
的
に
説
明
せ
よ
。

［中］
⑵
二
つ
の
「
ら
む
」
は
「
現
在
推
量
」
の
意
で

あ
る
が
、「
現
在
推
量
」
の
「
ら
む
」
が
用
い
ら

れ
て
い
る
の
は
、
な
ぜ
か
。

答
⑴
現
在
推
量
　
⑵
宴
席
か
ら
自
分
の
家
の
こ
と
を

想
像
し
て
い
る
か
ら
。

問
「
そ
の
母
も
」（
９
行
目
）
に
つ
い
て
、

⑴
「
そ
の
」
の
「
そ
」
は
何
を
指
す
か
。

⑵
「
も
」
の
意
味
を
踏
ま
え
て
、「
そ
の
母
も
」

を
現
代
語
訳
せ
よ
。

⑶
「
母
」
は
、
誰
の
こ
と
か
。

答
⑴
子
供
　
⑵
子
供
だ
け
で
な
く
そ
の
母
も
。
　
⑶

憶
良
の
妻

「
む
」
は
意
志
を
示
す
助
動
詞
。
な
お
、
作
者
を
宴

会
の
主
人
と
し
て
詞
書（
題
詞
）を「
宴
を
罷や

め
し

歌
」（

宴
会
を
終
え
る
歌
）
と
読
み
、
宴
会
の
終
了

を
告
げ
る
お
開
き
の
歌
と
す
る
解
釈
も
あ
る
。
宴

会
の
主
人
は
大
伴
旅
人
と
い
う
説
も
あ
り
、
不
明
。

9
子
泣
く
ら
む
　「
ら
む
」
は
現
在
推
量
の
助
動
詞
。

「（
家
で
は
）
子
ど
も
が
泣
い
て
い
る
で
し
ょ
う
」。

「
ら
む
」
の
用
法
は
、
①
見
聞
き
し
て
い
な
い
事

柄
を
推
量
、
②
見
聞
き
し
て
い
る
事
柄
の
原
因
を

推
量
、
の
二
種
に
大
別
で
き
る
が
、
こ
こ
は
①
。

こ
れ
は
宴
席
か
ら
退
出
す
る
と
き
の
挨
拶
で
あ
る

た
め
、
実
際
と
合
わ
な
く
て
も
よ
い
。

9
そ
れ
そ
の
母
も
　「
そ
れ
」
は
漢
文
に
お
け
る
強

調
の
助
字
「
其
」
の
訓
読
的
用
語
で
、「
あ
の
、

え
え
と
」
な
ど
、
話
題
を
次
に
展
開
す
る
語
。

「
そ
の
母
」
の
「
そ
」
は
第
三
句
の
「
子
」
を
指

し
、
子
の
母
、
つ
ま
り
憶
良
の
妻
の
こ
と
。
な
お
、

原
文
の
表
記
は
「
其
彼
母
毛
」
と
な
っ
て
お
り
、

「
そ
の
か
の
母
も
」
と
訓
む
（
中
西
進
「
万
葉
集
」

講
談
社
文
庫
な
ど
）
と
、「
そ
」
は
子
を
指
し
、

「
か
」
は
眼
前
に
な
い
「
そ
ち
ら
」
の
意
で
、「
子

の
あ
の
母
親
も
」
と
な
る
。

9
我
を
待
つ
ら
む
そ
　「
ら
む
」
は
前
出
と
同
じ
現

在
推
量
。
係
助
詞
「
そ
」
は
文
末
に
付
い
て
断
定

し
、
強
調
す
る
意
（
終
助
詞
と
の
説
も
あ
る
）。

〈
補
説〉

　
宴
席
を
退
出
す
る
に
あ
た
り
、
家
族
が
待

っ
て
い
る
か
ら
と
、
お
ど
け
て
挨
拶
し
た
歌
で
あ

る
が
、
子
ど
も
へ
の
愛
情
を
歌
っ
た
「
子
ら
を
思

ふ
歌
」（〈
参
考
〉）
な
ど
も
想
起
さ
れ
、
憶
良
の

家
族
へ
の
愛
情
が
う
か
が
わ
れ
る
。

〈
参
考〉

　
子
ら
を
思
ふ
歌

　
瓜
食は

め
ば
　
子
ど
も
思
ほ
ゆ
　
栗
食
め
ば
　
ま
し

て
偲し
ぬ

は
ゆ
　
い
づ
く
よ
り
　
来き
た

り
し
も
の
そ
　
ま

な
か
ひ
に
　
も
と
な
か
か
り
て
　
安や
す

眠い

し
寝な

さ
ぬ

（
巻
五
㉔
八
〇
二
）

　
　
同
反
歌

　
銀
し
ろ
か
ねも
　
金く
が
ねも
玉
も
　
何
せ
む
に
　
優ま
さ

れ
る
宝
子
に

及し

か
め
や
も
（
巻
五
㉔
八
〇
三
）
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作
者

山
上
憶
良

　
斉
明
六
（
六六〇）
年
〜
天
平
五
（
七三三）
年
。
万
葉
第
三
期
の
歌
人
。
出
自

不
明
（
百
済
系
渡
来
人
説
な
ど
諸
説
あ
る
）。
大
宝
二
（
七〇二）
年
遣
唐
使
随

員
と
し
て
渡
唐
。
帰
国
後
、
伯
耆
守
、
東
宮
侍
講
を
経
て
神
亀
三
（
七二六）

年
筑
前
守
と
な
り
、
大
宰
帥
大
伴
旅
人
と
交
流
を
深
め
、
筑
紫
歌
壇
を
形
成
。

「
万
葉
集
」
に
長
歌
十
一
首
、
短
歌
六
八
首
、
旋
頭
歌
一
首
（
作
者
に
異
説

の
あ
る
も
の
も
含
む
）
の
ほ
か
に
漢
詩
、
漢
文
作
品
な
ど
多
数
収
録
。
そ
の

主
要
作
品
は
、
旅
人
と
の
出
会
い
以
後
、
晩
年
の
六
年
間
に
作
ら
れ
て
い
る
。

貧
窮
問
答
歌
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
思
想
性
、
社
会
性
を
特
色
と
す
る
一
方
、

生
活
感
あ
ふ
れ
る
主
情
的
な
歌
も
多
い
。

鑑
賞

　
作
者
の
妻
子
へ
の
深
い
愛
情
の
う
か
が
わ
れ
る
歌
と
い
う
こ
の
歌
の
捉
え

方
が
、
時
代
の
変
化
に
よ
っ
て
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
核

家
族
で
あ
る
か
否
か
に
よ
ら
ず
、
子
育
て
家
庭
な
の
に
、
妻
子
を
家
に
残
し

て
宴
会
に
参
加
す
る
こ
と
自
体
が
非
常
識
で
あ
る
と
い
う
声
も
、
近
年
よ
く

聞
か
れ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
か
と
い
っ
て
、
そ
れ
を
理
由
に
や
り
玉
に
挙

げ
ら
れ
る
の
で
は
あ
ま
り
に
も
憶
良
に
気
の
毒
な
の
で
、
彼
の
名
誉
の
た
め

に
も
〈
参
考
〉
と
し
て
掲
げ
た
「
子
ら
を
思
ふ
歌
」
と
合
わ
せ
て
、
そ
の
作

風
を
適
切
に
理
解
さ
せ
た
い
。

　
文
法
指
導
の
面
か
ら
は
、「
ら
む
」
が
基
本
的
に
視
界
外
の
事
柄
を
推
量

す
る
助
動
詞
で
あ
る
こ
と
を
、
と
て
も
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
例
と
し
て
も

記
憶
に
と
ど
め
さ
せ
た
い
。
必
ず
し
も
短
歌
の
形
式
を
採
ら
な
く
て
も
よ
い

の
で
あ
る
が
、
助
動
詞
「
ら
む
」
を
活
か
し
つ
つ
、「
誰
が
何
を
し
て
い
る

か
ら
」、「
誰
が
待
っ
て
い
る
か
ら
」
の
部
分
を
変
え
る
こ
と
を
軸
に
、
何
か

の
途
中
で
や
む
を
得
ず
帰
宅
す
る
旨
を
同
僚
や
友
人
に
伝
え
よ
う
と
す
る
創

作
ワ
ー
ク
を
し
て
み
る
の
も
よ
い
だ
ろ
う
。
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品
詞
分
解
と
現
代
語
訳

（

表
示
は
略
号
で
示
し
た
。
略
号
に
つ
い
て
は
略
号
一
覧
参
照
。）

　
　
東
あ
づ
ま

歌う
た

作
者
未
詳

多た

摩ま

川が
は

　
に格助

・
場
所
　
さ
ら
す

サ
四
・
体

　
手て

作づ
く

り
　
さ
ら
さ
ら
に

副

　
な
に

副

　
そ係助

・
強
意（

係）

　
こ代
　
の格助

・
体
修
　
児こ

　
の格助

・
主
格
　
こ
こ
だ

副

　
か
な
し
き

形
シ
ク
・
体（

結）

（

巻
十
四
・
相
聞
・
三
三
七
三）

　
　
　
東
国
地
方
の
歌

多
摩
川
で
は
手
織
り
の
布
を
さ
ら
し
て
い
る
。（
そ
れ
こ
そ
）
今
さ
ら
な
が
ら
、
ど
う
し
て
こ
の
娘
が
こ
ん
な
に
も
た
い
そ
う
い
と
し
い
の
か
。

　《
主
題
》

　
尽
き
る
こ
と
の
な
い
女
性
へ
の
い
と
し
さ
を

詠
ん
だ
歌
。

指
導
上
の
注
意
点
と
発
問
例

●
二
五
九
ペ
ー
ジ

問
「
か
な
し
き
」（
11
行
目
）
と
は
、
こ
こ
で
は
ど
の

よ
う
な
意
味
か
。

答
相
手
の
女
性
が
心
か
ら
い
と
し
い
、
と
い
う
意
味
。

補
語
句
の
研
究
「
か
な
し
き
」
の
項
参
照
。

問
「
な
に
そ
こ
の
児
の
こ
こ
だ
か
な
し
き
」（
11
行

目
）
を
現
代
語
訳
せ
よ
。

答
ど
う
し
て
こ
の
娘
が
こ
ん
な
に
も
た
い
そ
う
い
と

し
い
の
か
。

語
句
の
研
究

●
二
五
九
ペ
ー
ジ

10
東
歌
　「
東
国
地
方
の
歌
」
の
意
で
、「
万
葉
集
」

巻
十
四
全
体
を
統
括
す
る
標
目
と
し
て
あ
げ
ら
れ

て
い
る
語
。
す
な
わ
ち
巻
十
四
所
収
の
二
百
三
十

首
全
て
が
こ
れ
に
当
た
る
。
実
際
に
集
め
ら
れ
た

歌
は
遠
江
・
信
濃
以
東
の
歌
で
あ
る
。
全
て
作
者

未
詳
で
、
方
言
を
含
ん
で
い
た
り
、
庶
民
的
な
素

材
や
表
現
が
存
在
し
た
り
、
口
誦
的
表
現
が
見
ら

れ
た
り
す
る
の
で
、
東
国
の
民
謡
な
ど
と
関
わ
る

と
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
貴
族
的
な
表
現
も
少
な

く
な
く
、
そ
も
そ
も
全
て
短
歌
形
式
で
ま
と
ま
っ

て
い
る
の
は
、
こ
れ
が
民
謡
そ
の
も
の
で
は
決
し

て
あ
り
得
な
い
証
で
あ
り
、
貴
族
の
手
が
相
当
に

加
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
掲
出
の

「
多
摩
川
に
」
の
歌
は
、
武
蔵
の
国
相
聞
往
来
九

首
中
の
一
首
。

11
多
摩
川
　
現
在
の
東
京
都
西
部
を
経
て
東
京
湾
に

注
ぐ
川
。

11
さ
ら
す
　
布
を
漂
白
す
る
た
め
の
行
為
。
水
で
洗

っ
て
、
天
日
に
干
す
こ
と
を
何
度
も
繰
り
返
す
こ

と
を
い
う
。
川
水
の
中
で
布
を
洗
っ
て
い
る
こ
と

だ
け
で
は
な
く
、
そ
う
い
う
行
為
の
繰
り
返
し
全

体
を
指
す
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。

11
手
作
り
　
手
織
り
の
布
の
こ
と
。
自
分
で
丹
精
こ
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問
「
さ
ら
さ
ら
に
」
と
い
う
言
葉
は
、
そ
の
前
後
の

句
に
対
し
て
二
重
の
意
味
を
持
っ
て
い
る
が
、
ど

の
よ
う
な
意
味
か
、

［中］
⑴
次
の
説
明
文
の
（
　
　
　
）
に
当
て
は
ま
る

語
を
入
れ
よ
。

上
か
ら
は
、（
　
①
　
）
の
（
　
②
　
）
と
い

う
擬
態
語
と
し
て
、
下
へ
は
、（
　
③
　
）
な
が

ら
、
こ
の
娘
が
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
も
い
と
し
い

の
か
と
い
う
文
脈
で
続
く
。

［難］
⑵
簡
潔
に
説
明
せ
よ
。

答
⑴
①
布
　
②
さ
ら
さ
ら
　
③
今
さ
ら

⑵
上
か
ら
は
、
布
の
さ
ら
さ
ら
と
い
う
擬
態
語
と

し
て
、
下
へ
は
、
今
さ
ら
な
が
ら
、
こ
の
娘
が
ど

う
し
て
こ
ん
な
に
も
い
と
し
い
の
か
と
い
う
文
脈

で
続
く
。

問
「
こ
の
児
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
娘
で
す
か
。
序

詞
の
表
現
を
ふ
ま
え
て
簡
潔
に
説
明
せ
よ
。

答
川
に
布
を
さ
ら
し
て
洗
っ
て
い
る
娘
。

め
て
織
っ
た
、
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
加
わ
る
。

こ
こ
ま
で
が
「
さ
ら
さ
ら
に
」
を
起
こ
す
序
詞
。

「
さ
ら
す
」
の
「
さ
ら
」
と
、「
さ
ら
さ
ら
に
」
の

「
さ
ら
」
が
同
音
で
あ
る
こ
と
を
媒
介
に
し
て
い

る
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
現
象
的
説
明
で
あ
っ
て
、

和
歌
の
よ
う
な
短
詩
型
文
学
で
、
な
ぜ
そ
ん
な
一

見
無
駄
に
見
え
る
こ
と
を
す
る
の
か
、
何
の
た
め

に
あ
る
の
か
、
と
い
う
疑
問
に
答
え
な
け
れ
ば
、

表
面
的
な
学
習
に
終
わ
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
そ

れ
は
難
問
で
も
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
考
え
方
が
あ

る
が
、
古
代
に
あ
っ
た
「
声
の
文
化
」
に
気
づ
か

せ
る
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
間
違
い
で
は
な
い
。

現
代
で
も
多
く
の
人
の
心
を
結
び
付
け
る
の
に
、

同
じ
言
葉
を
一
斉
に
唱
え
る
こ
と
ほ
ど
、
効
果
の

あ
る
も
の
は
な
い
。
賛
美
歌
や
応
援
歌
な
ど
の
歌

と
な
れ
ば
、
そ
の
効
果
は
い
っ
そ
う
で
あ
る
。
歌

と
い
う
も
の
の
持
つ
本
質
の
一
つ
が
そ
こ
に
あ
る
。

「
歌
」
と
い
う
以
上
、
和
歌
も
本
来
はsong

で

あ
っ
た
。
声
は
、
そ
の
場
に
い
る
人
々
の
心
を
共

感
的
に
結
び
付
け
、
と
も
に
生
き
る
場
を
生
み
出

す
。
声
に
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
言
葉
は
人
々
に

よ
っ
て
「
生
き
ら
れ
る
」
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、

何
で
も
声
に
出
せ
ば
よ
い
、
と
い
う
も
の
で
は
な

い
。
声
に
出
し
て
共
感
を
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
、

特
別
な
言
葉
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
枕
詞
や
序

詞
は
、
そ
う
い
う
特
別
な
言
葉
を
作
り
出
す
装
置

で
あ
り
、
約
束
事
だ
と
言
い
得
る
。
こ
の
場
合
で

言
え
ば
、「
さ
ら
す
」
と
「
さ
ら
さ
ら
に
」
と
い

う
、
思
い
も
か
け
な
い
「
声
」
の
響
き
合
い
に
よ

っ
て
、
こ
の
歌
を
聞
く
人
々
の
心
も
響
き
合
い
、

共
鳴
す
る
の
で
あ
る
。「
多
摩
川
に
さ
ら
す
手
作

り
」
と
い
う
、
労
働
、
す
な
わ
ち
庶
民
の
生
活
に

密
着
し
た
表
現
に
よ
っ
て
、
恋
人
へ
の
い
と
し
さ

が
具
体
的
な
切
実
さ
を
伴
っ
て
、
人
々
に
共
有
さ

れ
る
と
言
え
る
。

11
さ
ら
さ
ら
に
　「
さ
ら
に
さ
ら
に
」
の
意
で
、「
新

た
に
新
た
に
、
何
度
で
も
改
め
て
」
と
い
う
こ
と
。

「
電
え
ば
電
う
ほ
ど
、
見
れ
ば
見
る
ほ
ど
」
と
い

う
意
味
に
な
る
。
恋
愛
の
高
揚
期
に
は
、
相
手
の

全
て
が
、
今
初
め
て
触
れ
た
か
の
よ
う
に
新
鮮
に

映
る
の
で
あ
る
。
そ
う
い
う
感
情
が
、
序
詞
に
よ

っ
て
、
人
々
に
共
有
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

11
な
に
そ
　「
な
に
」
は
疑
問
の
副
詞
で
、「
ど
う
し

て
」
の
意
。
も
ち
ろ
ん
疑
念
を
表
現
し
て
い
る
の

で
は
な
く
、
自
分
の
恋
情
の
押
さ
え
難
さ
に
対
す

る
、
詠
嘆
的
表
現
で
あ
る
。「
そ
」
は
係
助
詞
。

結
び
は
「
か
な
し
き
」。

11
こ
の
　「
こ
」
は
近
称
だ
か
ら
、
相
手
が
す
ぐ
近

く
に
い
る
こ
と
を
表
す
。

11
児
　
親
愛
を
込
め
て
相
手
を
呼
ぶ
と
き
の
呼
称
。
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特
に
、
男
が
女
を
呼
ぶ
と
き
に
用
い
ら
れ
る
。

11
こ
こ
だ
　「
こ
こ
ら
」
の
よ
り
古
い
形
。
数
量
や

程
度
の
甚
だ
し
い
さ
ま
。「
こ
ん
な
に
も
た
い
そ

う
」。

11
か
な
し
き
　「
か
な
し
」
は
本
来
、
身
に
し
み
て

痛
切
に
感
じ
ら
れ
る
様
を
表
し
、
悲
哀
に
も
愛
情

に
も
用
い
た
。
愛
情
の
場
合
は
、
肉
親
や
男
女
の

間
な
ど
で
、「
身
に
し
み
て
い
と
し
い
、
い
と
お

し
い
、
か
わ
い
い
」
と
い
う
感
情
を
表
す
。
語
幹

「
か
な
」
は
、「
…
し
か
ね
る
」
の
意
の
「
か
ぬ
」

と
同
根
と
も
言
わ
れ
る
。
そ
れ
な
ら
、
自
分
の
力

で
は
到
底
及
ば
な
い
、
と
感
じ
る
切
な
さ
が
大
元

に
あ
る
こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら
、
こ
こ
で
も
、

「
ど
う
し
よ
う
も
な
く
、
切
な
い
ほ
ど
い
と
し
い
」

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

鑑
賞

　
多
摩
川
の
流
れ
る
武
蔵
国
は
現
在
の
東
京
・
埼
玉
・
神
奈
川
と
い
う
大
都

市
圏
で
あ
る
が
、
こ
の
時
代
で
は
間
違
い
な
く
鄙
び
た
〈
辺
境
〉
で
あ
る
。

語
句
の
研
究
で
も
説
明
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
現
在
見
る
東
歌
が
そ
の
ま
ま

口
誦
の
世
界
で
歌
い
継
が
れ
て
き
た
東
国
の
民
衆
に
よ
る
歌
と
は
言
え
な
い

に
し
て
も
、
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
と
さ
れ
る
序
詞
の
表
現
に
は
、
現
代
の
我

々
に
も
強
い
印
象
を
与
え
る
ど
こ
か
不
思
議
な
力
が
あ
る
ら
し
い
。

　
そ
の
序
詞
は
一
般
に
、
①
類
音
の
繰
り
返
し
に
基
づ
く
、
②
比
喩
に
基
づ

く
、
③
掛
詞
に
基
づ
く
、
の
三
種
類
に
分
類
さ
れ
る
が
、
こ
の
歌
に
お
い
て

は
「
さ
ら
す
」
と
「
さ
ら
さ
ら
に
」
と
い
う
類
音
の
響
き
合
い
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
も
、
②
や
③
に
分
類
さ
れ
る
例
と
一
緒
に

確
認
し
て
し
ま
お
う
。
参
考
ま
で
に
比
較
的
馴
染
み
や
す
く
、
か
つ
恋
の
要

素
を
持
つ
も
の
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
例
を
あ
げ
つ
つ
並
べ
て
い
く
と
し
た
ら
、

　
①
多
摩
川
に
さ０
ら０
す
手
作
り
さ０
ら０
さ０
ら０
に
な
に
そ
こ
の
児
の
…

　
②
足
引
き
の
山
鳥
の
尾
の
し
だ
り
尾
の
長
々
し
夜
を
ひ
と
り
か
も
寝
む

　
③
難
波
潟
短
き
芦
の
ふ
し
の
間
も
電
は
で
こ
の
世
を
過
ぐ
し
て
よ
と
や

な
ど
と
し
て
み
る
と
よ
い
だ
ろ
う
か
。
序
詞
部
分
と
そ
れ
に
導
か
れ
る
言
葉

を
分
か
り
や
す
く
示
し
つ
つ
、
導
か
れ
た
言
葉
が
序
詞
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う

に
活
か
さ
れ
て
い
る
の
か
感
じ
取
ら
せ
た
い
。
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品
詞
分
解
と
現
代
語
訳

（

表
示
は
略
号
で
示
し
た
。
略
号
に
つ
い
て
は
略
号
一
覧
参
照
。）

　
　
二
十
五
日

は
つ
か
あ
ま
り
い
つ
か

　
に格助

・
時
間
　
作つ
く

る
ラ
四
・
体
　
歌う
た

一い
つ

首し
ゆ

大
伴

お
ほ
と
も
の

家や
か

持も
ち

う
ら
う
ら
に

副

　
照て

れ
ラ
四
・
已
　
る存・

体
　
春は
る

日ひ

　
に格助

・
時
間
　
ひ
ば
り
　
上あ

が
り

ラ
四
・
用

　
心こ
こ
ろ

悲が
な

し

形
シ
ク
・
終

　
も係助

・
詠
嘆
　
ひ
と
り
　
し副助

・
強
意
　
思お
も

へ
ハ
四
・
已
　
ば接助

・
順
偶

（
巻
十
九
・
四
二
九
二）

　
　
　
二
十
五
日
に
作
っ
た
歌
一
首

う
ら
ら
か
に
照
っ
て
い
る
春
の
日
に
ひ
ば
り
が
舞
い
上
が
り
、（
そ
の
一
方
で
）
心
は
切
な
く
悲
し
い
こ
と
よ
。
ひ
と
り
で
物
思
い
に
ふ
け
っ
て
い
る
と
。

　《
主
題
》

　
鬱
屈
し
た
心
情
を
、
春
ら
し
い
情
景
と
の
落

差
自
体
を
表
現
す
る
こ
と
で
慰
撫
し
た
歌
。

指
導
上
の
注
意
点
と
発
問
例

●
二
六
〇
ペ
ー
ジ

問
「
う
ら
う
ら
に
」（
２
行
目
）
は
ど
の
よ
う
な
様
子

を
言
う
語
か
。

答
春
の
日
差
し
が
の
ど
か
で
や
わ
ら
か
な
様
子
。

問
こ
の
歌
は
ど
こ
で
切
れ
る
か
。

答
四
句
切
れ

問
「
ひ
と
り
し
思
へ
ば
」
の
「
し
」
を
文
法
的
に
説

明
せ
よ
。

答
強
意
を
表
す
副
助
詞

問
こ
の
歌
に
詠
ま
れ
て
い
る
情
景
と
心
情
の
関
係
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答
う
ら
ら
か
に
日
が
照
り
、
ひ
ば
り
が
空
高
く
上
が

っ
て
い
く
春
の
明
る
い
情
景
と
、
暗
く
悲
し
み
に

沈
ん
で
孤
独
な
心
情
と
が
対
照
的
に
な
っ
て
い
る
。

補
上
句
と
下
句
が
連
用
中
止
法
で
つ
な
が
れ
て
い
る

一
首
の
形
に
も
注
意
し
た
い
。
外
を
眺
め
、
そ
の

明
る
さ
に
圧
倒
さ
れ
て
、
目
を
外
し
て
一
呼
吸
し
、

暗
く
沈
ん
だ
我
が
心
を
見
つ
め
る
、
そ
ん
な
作
者

の
息
づ
か
い
が
伝
わ
っ
て
こ
よ
う
。

語
句
の
研
究

●
二
六
〇
ペ
ー
ジ

1
二
十
五
日
　
天て

ん

平ぴ
ょ
う

勝し
ょ
う

宝ほ
う

五
（
七五三）
年
二
月
二

十
五
日
。
太
陽
暦
で
は
四
月
七
日
に
当
た
る
。

2
う
ら
う
ら
に
　
春
の
日
差
し
が
の
ど
か
で
や
わ
ら

か
な
さ
ま
。
こ
の
歌
の
後
に
付
さ
れ
た
左
注
で
は

「
春
日
遅
々
」
と
あ
り
、
古
辞
書
「
類る

い

聚じ
ゅ
う

名み
ょ
う義ぎ

抄し
ょ
う」
に
は
「
遅
々
」
に
「
ウ
ラ
ウ
ラ
」
と
付
訓
。

2
ひ
ば
り
　
ス
ズ
メ
目
ヒ
バ
リ
科
の
小
鳥
。
雀
よ
り

や
や
大
き
い
。
丈
の
低
い
草
原
、
麦
畑
な
ど
に
住

み
、
春
夏
の
頃
地
上
に
営
巣
産
卵
す
る
。
雄
は
盛

ん
に
さ
え
ず
り
な
が
ら
垂
直
に
高
く
上
昇
、
上
空
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で
停
止
し
、
鳴
き
や
ん
で
急
速
に
降
下
す
る
。

2
上
が
り
　「
の
ぼ
る
」
が
上
方
に
行
く
過
程
を
言

う
の
に
対
し
、「
あ
が
る
」
は
下
か
ら
上
へ
移
る

状
態
を
い
う
（「
角
川
古
語
大
辞
典
」）。

2
心
悲
し
も
　「
心
悲
し
」
は
心
に
何
と
な
く
悲
傷

の
心
情
が
湧
き
起
こ
っ
て
く
る
さ
ま
を
い
う
。

「
も
」
は
文
末
で
詠
嘆
の
意
を
表
す
係
助
詞
。
上

代
で
多
く
用
い
ら
れ
た
。
こ
れ
を
終
助
詞
と
す
る

説
も
あ
る
。

2
ひ
と
り
し
　「
し
」
を
間
投
助
詞
と
す
る
説
も
あ

る
。

作
者

大
伴
家
持

　
没
年
は
延
暦
四
（
七八五）
年
だ
が
、
生
年
に
つ
い
て
は
、
養
老
二
（
七一八）

年
と
元
年
の
二
説
が
あ
る
。
万
葉
第
四
期
の
代
表
歌
人
。
大
伴
旅
人
の
嫡
男

で
、
叔
母
に
坂
さ
か
の

上う
え
の

郎
女
い
ら
つ
め

が
お
り
、
そ
の
娘
の
坂
さ
か
の

上う
え
の

大お
お

嬢お
と
めを
妻
と
し
た
。

「
万
葉
集
」
の
編
纂
者
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

鑑
賞

　
こ
の
時
代
に
お
い
て
は
孤
立
例
で
あ
る
と
い
う
「
う
ら
う
ら
に
」
を
、
ひ

と
ま
ず
春
の
日
射
し
が
の
ど
か
で
や
わ
ら
か
な
さ
ま
と
解
せ
る
と
し
て
、
上

の
句
に
示
さ
れ
る
景
と
下
の
句
に
示
さ
れ
る
心
情
と
が
あ
ま
り
に
隔
た
り
過

ぎ
て
い
て
、
そ
の
孤
独
な
悲
し
み
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
捉
え
に

く
い
印
象
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
景
と
心
情
と
の
不
一
致
は
、
あ
る
い
は

主
体
の
個
の
事
情
に
関
わ
る
可
能
性
も
あ
る
と
考
え
て
、
こ
の
歌
の
左
注
、

…
悽
惆
の
意
、
歌
に
非
ず
し
て
は
撥
ひ
難
き
の
み
。
仍
り
て
こ
の
歌
を

作
り
、
式
て
締
緒
を
展
べ
た
り
（
痛
む
こ
の
心
は
、
歌
で
な
い
と
紛

ら
し
難
い
。
そ
こ
で
こ
の
歌
を
作
っ
て
、
鬱
屈
し
た
気
持
ち
を
散
じ

る
の
で
あ
る
）
…

や
作
者
の
状
況
な
ど
、
一
首
の
外
に
あ
る
情
報
を
集
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
、

妥
当
性
の
あ
る
解
釈
を
導
き
出
す
補
助
線
と
な
り
得
る
か
と
い
う
と
、
こ
れ

ま
た
お
ぼ
つ
か
な
い
。
た
だ
、
こ
の
歌
が
『
万
葉
集
』
巻
第
十
九
を
締
め
括

る
も
の
で
あ
る
と
い
う
事
実
は
、
作
者
家
持
が
、『
万
葉
集
』
編
纂
に
関
与

し
て
い
る
と
さ
れ
る
だ
け
に
、
そ
れ
だ
け
で
と
て
も
重
い
も
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
意
味
で
は
、
歌
集
の
編
纂
事
情
と
い
っ
た
大
き
な
問
題
に
も
繫
が
り
得

る
一
首
で
あ
る
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
か
。

　
ひ
ば
り
が
高
く
舞
い
上
が
り
な
が
ら
鳴
く
の
は
、
繁
殖
期
の
雄
の
縄
張
り

宣
言
行
動
（
揚
げ
雲
雀
）
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
春
の
風
物

詩
に
た
だ
視
線
を
送
る
だ
け
で
、
景
の
な
か
に
と
け
込
め
な
い
鬱
々
と
し
た

思
い
は
、
左
注
に
よ
れ
ば
歌
作
と
い
う
営
み
に
よ
っ
て
の
み
慰
め
ら
れ
て
い

る
と
い
う
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
空
高
く
舞
い
上
が
る
ひ
ば
り
の
姿
に
、

直
面
す
る
現
実
か
ら
の
逃
避
願
望
な
ど
と
い
う
感
情
移
入
は
、
あ
ま
り
積
極

的
に
見
出
そ
う
と
す
る
必
要
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
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品
詞
分
解
と
現
代
語
訳

（

表
示
は
略
号
で
示
し
た
。
略
号
に
つ
い
て
は
略
号
一
覧
参
照
。）

防さ
き

　
人も
り

　
歌う
た

　
　
父ち
ち

母は
は

　
が格助

・
主
格
　
頭か
し
ら

　
か
き
な
で

ダ
下
二
・
用

　
幸さ

く
副

　
あ
れ

ラ
変
・
命
　
て格助

・
引
用
　
言い

ひ
ハ
四
・
用
　
し過・

体
　
言
葉
け
と
ば

　
ぜ係助

・
強
意（

係）

　
忘わ
す

れ
　
か
ね

ナ
下
二
・
用（

ラ
下
二
・
用
゛
補
助）

　
つ
る

完
・
体（

結）

（
巻
二
十
・
四
三
四
六）

　
　
父
母
が
頭
を
撫
で
て
「
達
者
で
い
ろ
よ
。」
と
言
っ
た
言
葉
が
、
忘
れ
ら
れ
な
い
こ
と
だ
。

　《
主
題
》

　
防
人
と
し
て
の
旅
に
あ
っ
て
、
自
分
の
無
事

を
祈
り
な
が
ら
送
り
出
し
て
く
れ
た
故
郷
の
両

親
の
優
し
さ
、
愛
情
を
思
い
出
し
て
詠
ん
だ
歌
。

指
導
上
の
注
意
点
と
発
問
例

●
二
六
〇
ペ
ー
ジ

問
こ
の
歌
は
、
ど
の
よ
う
な
折
に
詠
ま
れ
た
も
の
と

想
像
で
き
る
か
。

答
防
人
に
ゆ
く
作
者
が
両
親
の
元
を
離
れ
、
旅
の
途

次
に
詠
ん
だ
も
の
。

補
上
三
句
ま
で
の
臨
場
感
に
注
意
し
た
い
。
両
親
が

頭
を
搔
き
撫
で
る
さ
ま
、「
幸
く
あ
れ
」
と
声
を

か
け
る
さ
ま
が
ま
ざ
ま
ざ
と
浮
か
ん
で
く
る
。
し

か
し
、
こ
れ
は
、
防
人
に
出
た
作
者
が
「
忘
れ
か

ね
」
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
歌
か
ら
は
ど
こ
で
何

を
し
て
い
る
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
彼
の
頭
に

は
両
親
の
言
葉
、
撫
で
て
く
れ
た
感
触
が
反
芻
さ

れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
両
親
と
離
れ
て
す
ぐ
で
は

な
く
、
旅
が
進
ん
だ
時
の
歌
と
読
め
る
。

問
「
万
葉
集
」
の
歌
集
の
表
現
の
特
徴
を
ま
と
め
よ
。

答
率
直
で
具
象
的
で
あ
り
、
ま
た
大
ら
か
で
力
強
く
、

生
命
感
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。
調
べ
は
五
七
調
が
中

心
で
、
二
句
切
れ
・
四
句
切
れ
が
多
い
。
枕
詞
や

序
詞
が
多
用
さ
れ
た
。
枕
詞
も
序
詞
も
、
表
記
の

た
め
の
文
字
を
持
た
な
い
「
声
の
文
化
」
の
時
代

の
所
産
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
枕
詞
は
呪

文
の
よ
う
に
大
事
な
言
葉
を
呼
び
起
こ
し
、
序
詞

は
消
え
て
し
ま
い
や
す
い
感
動
を
皆
で
共
有
す
る

た
め
に
必
要
な
約
束
事
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
発

生
・
機
能
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

語
句
の
研
究

●
二
六
〇
ペ
ー
ジ

3
防
人
　
北
九
州
を
中
心
と
す
る
西
国
防
備
の
た
め

に
主
に
東
国
諸
国
か
ら
選
抜
さ
れ
た
兵
士
。
天
智

二
（
六六三）
年
の
白は

く

村す
き
の江え

に
お
け
る
敗
戦
を
機
に

唐
・
新
羅
に
よ
る
侵
攻
を
想
定
し
て
整
備
・
制
度

化
が
行
わ
れ
た
。
任
期
は
三
年
の
交
替
制
。
こ
の

歌
は
、
天
平
勝
宝
七
（
七五五）
年
に
筑
紫
に
派
遣

さ
れ
た
防
人
が
詠
ん
だ
歌
の
一
つ
で
あ
る
。

4
か
き
な
で
　「
か
き
」
は
接
頭
語
。
頭
や
髪
を
愛

撫
し
て
な
で
る
。

4
幸
く
あ
れ
て
　「
さ
き
く
あ
れ
と
」
の
東
国
方
言
。

「
て
」
は
格
助
詞
「
と
」
に
当
た
る
上
代
の
東
国
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方
言
。

4
言
葉
ぜ
　「
こ
と
ば
ぞ
」
の
東
国
方
言
。「
ぜ

（
ぞ
）」
が
係
助
詞
で
係
り
結
び
を
つ
く
る
（
結
び

は
「
つ
る
」）。
こ
れ
ら
東
国
訛
り
の
語
の
も
た
ら

す
臨
場
感
に
注
意
し
た
い
。
た
だ
し
、
こ
う
し
た

方
言
が
実
際
を
ど
こ
ま
で
反
映
し
て
い
る
の
か
、

筆
録
者
の
取
捨
選
択
が
あ
る
の
か
は
定
か
で
は
な

い
。

鑑
賞

　
歌
に
方
言
が
あ
る
こ
と
で
驚
く
学
習
者
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、

詠
わ
れ
て
い
る
の
は
旅
路
に
あ
っ
て
思
う
両
親
の
や
さ
し
さ
、
愛
情
で
あ
り
、

学
習
者
に
は
分
か
り
や
す
い
気
持
ち
だ
ろ
う
。

　
ま
ず
、
こ
の
歌
が
ど
の
よ
う
な
状
況
下
で
詠
ま
れ
た
か
を
押
さ
え
て
お
き

た
い
。
防
人
は
、
東
国
か
ら
選
抜
さ
れ
た
兵
士
が
、
は
る
か
遠
く
北
九
州
ま

で
行
き
、
そ
こ
で
辺
境
の
警
備
に
当
た
っ
た
も
の
で
あ
る
。
選
抜
さ
れ
た
者

は
三
年
の
任
期
（
実
際
は
あ
ま
り
守
ら
れ
て
い
な
い
）
を
、
故
郷
を
遠
く
離

れ
た
地
で
過
ご
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
過
酷
な
旅
で
、
無
事
に
故
郷
に
戻
れ
な

い
者
も
あ
る
し
、
何
ら
か
の
事
情
で
任
が
解
け
て
も
故
郷
に
戻
ら
な
い
者
も

多
か
っ
た
と
い
う
。
防
人
歌
に
、
送
り
出
す
者
の
愛
情
、
残
し
て
き
た
者
へ

の
愛
情
を
詠
ん
だ
も
の
が
多
い
の
も
分
か
る
だ
ろ
う
。

　
こ
の
歌
で
は
、
送
り
出
す
両
親
の
愛
情
が
上
三
句
で
、
残
し
て
き
た
両
親

へ
の
思
い
が
下
二
句
で
詠
ま
れ
、
一
首
の
う
ち
に
双
方
の
思
い
が
込
め
ら
れ

て
い
る
。
親
子
の
情
愛
の
強
く
伝
わ
る
一
首
で
あ
る
。

　
巻
二
十
に
収
め
ら
れ
た
防
人
歌
は
九
十
三
首
で
、
こ
の
歌
は
天
平
勝
宝
七

年
二
月
の
防
人
派
遣
の
折
に
、
各
国
の
引
率
者
（
部
領

こ
と
り

使づ
か
い）
を
介
し
て
兵

部
少
輔
だ
っ
た
大
伴
家
持
の
も
と
に
集
め
ら
れ
た
八
十
四
首
の
う
ち
の
一
首
。

家
持
は
左
注
で
各
国
の
防
人
歌
に
歌
数
を
記
し
た
後
「
拙
劣
」
な
歌
は
載
せ

な
い
と
述
べ
て
お
り
、
防
人
歌
の
編
集
に
携
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
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